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濟
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史
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蓉
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開
を
見
出
さ
ん
と
す
る
立
場
は
、；
へ
丨
ザ
ル
に
あ
つ
て
は
、
絕
對
的
觀
念
論
に
ょ
つ
て
根
據
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I
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
彼
に
ょ
れ
ぢ
一
切
の

*
森
は

’絕
對
的
理
念

.の，外
化
泣
あ
り
、•.

絕
猶
的
理
念
は
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的
必
然
性
を
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つ
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自
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開
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な
す
以
上
、
そ
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た
石
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切
の
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象
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へ
ば
哲
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體
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的

I
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.內
に
論
理
的
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開
を
見
出
し
得
る
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で
あ

.る
。
然
し
景
議
動
論
の
如
き
經
驗
科
學
を
問
題
と
す
る
限
り
、
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か
る
經
驗
科
學
の
籠
に
經
驗
を
全
く
超
絕
し
た
絕
對
的
理 

念
を
憂
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ

o»
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々
は
寧
ろ
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.1
‘ゲ
ル
の
絕
對
的
理
念
の
代
り
に
經
驗
に
ょ
づ
て
制
約
さ
れ
て
ゐ
る
人
間
虫
觀
を
置 

き

•斯
か
る
人
間
學
的
立
場
か
ら
し
て
、
歷
史
的
發
展
の
內
，に
論
理
的
展
開
を
見
出
さ
ん
と

•す
る
立
場
を
根
據
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
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惟
の
ガ
法
杜
無
批
刺
的
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.吾
々
.が
.主
觀
に
備
は
る
.思
惟
活
働
.に
ょ
つ
て
對
象
を
認
識
す
る
場
合
、：

最
初
は
感
性
を
通
じ
て
主
觀
に
與
へ
ら
れ
た
個
々
の
經
驗
的 

事
賞
を
直
接
思
惟
S

象
と
す
る
。
而
も
ぞ
.の
際
思
惟.

Q

方
法
に
就
い
て
§

す
る
こ
と
な
く
、
無
意
識
の
內
に
何
等
か
の
思
惟
方
法 

を
用
ひ
七
對
象
を
認
識
す
る
。

-
.
:
- 

B

認

識
論
以
後

' 

a
:、思

惟

對

象.の
抽
象
的
.

1

般
化
.
-
. 

- 

'

I

ス' -

思
惟
方
法

0

意
識
的
批
判 

.

/

,

„

'

• 

■
.
.

.

最
初
猪
突
的
態
度
の
議
が
繰
返
さ
れ

..て
ゐ

，る

間

に

、

纏

て

.夫
,

特
殊
性
を
.具
備
ず
.る
個
丸
I

驗
的
事
實
か
悬
惟
に
よ
り
一
定 

共
通
の
，
メ
ン
ト
.を
抽
象
し
、

一
般
化
し
、
こ
れ
を
思
惟

S

象
と
す
る
。
.從
つ
益
惟
對
象
は
最
早
經
驗
的
事
實
そ
の
も
の(

經 

薪
象

)

で
は
な
く
經
^
的
事

實

を

義

と
す
る
餘
構
成
物(

認

靈

象)

で
あ
る
。
而
も
無
意
識
の
内
に
一
於
の
思
惟
方
法
を
用 

>

て
麗
を
線
返
し
て
ゐ
る
間
に
、
繃
て
思
惟
方
法
そ
の
も
の
を
意
識
的
に
吟
味
し
、
批
判
す
る
に
至
る
。
と
こ
ろ
•で
意
識
的
に
吟
味 

E
た
思
惟
方
法
と
し
て
吾
々
.は
次
の
如
き
方
法
を
擧
げ
得
る
。
，

~
-

.

— .
*

盡
％ 
-

現
象

：

，

' 

-

肉
體
的
.

に
制
約
さ
れ
た
人
問
主
舰
が
對
象
を
議
す
る
に
は
、
先
づ
肉
體
に
備
は
る
，感
覺
器
宫
；に
よ
つ
て
對
象
と
接
觸
し
こ
の
感 

i

官
の
作
用(

憧

つ
.

て
對
象
そ
め
も
の
で
は
.な
く
、
對
象
が
吾
々

.

の

蒙

.

1
し
m

さ
れ
た
所
の
も
の
、
‘即
ち
對
象
の
現
象

1

の
變
|

多
樣
I

I

獲
.
へ
る
。
.

斯

か

星
S

S

多
様
2

る
と
共
に
絕
へ
ず
變
化
す
f

の
1

る
。‘
こ
の
多
様
な
現

规
が
介
す
る
賢
常
に】

般
容
す
る
と
共
に
、
そ

Q
.

絕
.

裏
化
を
常
に
.

內
而
か
ら
規
定
す
る
思
本
質
即
ち
法
I

把
へ
る
こ

と
が
法
則
設
定
科
學
織
題
.

で
あ
•

る
。
然
し
感
性
は
多
様
に
し
て
變
化
，すf

現
象
を
把
.
.
へ
得
る
に
；̂

ま
り
、
法
則
を
直
ち
に
把
’へ
る

こ
と
は
出
來
な
い
。

I

方
に
於
て
感
t

よ
？

把

.へ
ら
‘れ
た
I

l

f

 

§に
は
、
後
S

惟
の
場
作
用
に
よ
つ
て
明

®
に
認
識
さ
れ
る
.一
般
性
、
法
則
性
.が
既
に
萠
芬
的
に
、
素
材
と
し
て
'興
，へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

■

' 

-  

茁

(

ー
五
九
1
>

へ：：：

碧

べ

ザ

：

.

各
_

_

馨

前

.类



*
氣

變

動

論

前

..史' 

，
、

六

c
s
s
l
v

ニ 

.思
惟—

本

質

.

.-
•

-

'

.

M
惟
は
斯
か
ゐ
多
様
に
し
.て
變
轉
す
る
現
象
を
整
理
し
、
秩
序
づ
け
V
ト
の
’內
に
法
則
を
見
出
さ
ん
と
十
る
。
然
し
思
惟
は一.

氣
呵

成
に
多
様
性
の
統
一
た
.る
規
象
を
整
理
し
得
る
も
の
で
は
な
い
.。
最
初
.は
與
へ
.
.ら
れ
た
現
象
の
持
づ
多
様
な
規
定
の
內
で
も
、
そ
の
現 

■ 

, 

. 

: 

象
に
と
つ
；て
最
も
根
本
的
な
、
-最
も
單
純
な
、
最
も
.

一

般
的
な
規
定
の
み
を
抽
象
し
、
孤
立
さ
■せ
*
そ
れ
自
ら
獨
立
に
#
す

る

'も

の

と

矜
做
し(
同

.：一
性
の■立
場)

、
そ
れ
か
ら
思
惟
し
始
め
る
。
例
へ
ば
資
本
主
義
•は
最

も

發

達

し

た

商

品

坐

產

社

會

で

，
ぁ

り

"

從

つ

て

資

本

て

,齡

義

ー

的: «
'
现

_

_

輒' «
ぞ
« :

,

_
敗
_
:1 '
囉

1
:
1紙

; ^
_
定

:^
_

龙

常^ -
:*
魏

# :
れ
名
同
^ :

 ̂

■

景
氣
變
動
晛
象
•も
亦
常
に
商
品
な
る
規
定
を
含
む
。
，而
も
商
品
は
一
宠
價
格
を
以
つ
て
販
賣
さ
れ
る
も
.の
な
る
が
故
に
、-
價
格
私
る
規
.

-
が
霞
現
象
の

f

极
本
I

單
純
な
一
般
的
な
I

で
1

.,
°
そ
れ
故
f

は
先
づ
價
格
變
動
な
る
現
I

の
み
を
抽
象
し
、
'

.

こ
れ
を
獨
筇
に
存
す
る
も
の
と
玢
做
し
、
何
故
慎
格
變
動
が
起
る
.か
’の
法
則
を
思
惟
の
反
嘴
作
用
に
ょ
つ
て
明
か
に
.せ
ん
と
す
る
ボ
然 

口
蚊
讓
露

_
顏

顏

务

■
酸

"
_楮

ば

交

換

酿

證

：通

：職

程

：に

於

#
減

立

：ー
す
る
：

1
ゾ
景
氣
變
動
の
：原
因
を
流
-
過
^

求

め

る

：
こ

と

に

‘

な
•

る
。
然
し
流
■
通
過
程
な
る
抽
象
的

r

酣
性
に
固
執
す
る
時
は
.

矛
盾
に
陷
’

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
と
武
ふ
の
は
、
景
氣
變
_

 

動
は
渝
通
過
程
と
间
時
に
坐
產
&
程
の
內
に
も
そ
の
原
8 ]
'
を
持
つ
が
故
で
ぁ
.

る
。
從
つ
.

て
思
惟
は
流
通
過
程
の
み
に
原
因
を
求
む
る
こ
'

. 

と
を
否
•
定
し
、
そ
れ
と
對
党
す
る
朱
產
過
程
に
原
因
を
求
办
る
に
茧
る
。
然
し
思
惟
が
一
規
.
定
を
否
定
す
る
場
合
、
全
然
そ
れ
を
否
宛 

し
去
る
.

の
で
は
な
く
、
否
宛
す
る
と
同
時
に
肯
定
す
を
の
，で
耖
り
'、
即
ち
、
止
揚
す
る
の
で
ぁ
る
。
換
言
す
れ
ば
流
通
過
程
の
'み
に
景 

氣
原
因
を
浓
め
る
こ
と
は
否
觉
さ
れ
る
が
、
坐
產
過
程
と
の
統一
に
於
け
る
流
通
過
程
、
即
ち
稗
坐
產
過
程
の
一
環
と
し
て
の
流
通
過
.

，程

乞

景

氣

變

動

の

原

因

を

求

め

る

こ

と

は

肯

定

さ

れ

る

。 

•

斯
く
て
濯
は
敁
初
現
象
の
多
様
な
る
規
定
の
內
、
單
碗
な
抽
象
的
•一
 

屋

W
固
執
し
、

一
规
定
に
固
執
す
る
結
艰
矛
盾
に
陷
り
、

; 

逆
に
對
立$

規
定
I

描
す
る
に
賢
が
、
そ
I

同
時
に
先
の
規
交
を
保
有
し
、
對
立
的
規
定
と
統「

し
て
思
惟
す
。
換

零

，れ
供
、 

単
純
な
柚
象
盼
規
宛
か
ら
複
雜
な
異
體
的
規
定
へ
と
思
惟
，を
向
.上
、さ
せ
る
こ
と
に
ょ
り
.、
順
次
.に
多
樣
牲
の
統
一
た
る
現
象
を
鐘
し
、 

琥
象
そ
の
も
の
を
律
す
る
法
則
の
把
握
に
近
づ
く
。
' 

,

:
三

，
實
踐——

本
質
と
現
象
と
の
統
‘ー

然
し
斯
く
て
設
定
さ
れ
た
法
則
H

.

質
.は
•
主
觀
の
思
惟
操
作
に
ょ
つ
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
f

に
と
I

り
、.
果
し
て
そ
の
法 

則
が
主
觀
.
の
外
訊
に
供
す
る
客
觀
的
實
往
ぞ
の
，も
の
、
法
則
に
"

一
致
す
る
や
否
や
は
不
明
で
ぁ
る
。
從
っ
て
そ
の
法
則
の
客
觀
性
を
檢 

證
す
る
爲
に
ぬ
、
生
觀
が
乾
觀
的
實
在
に
働
き
揮
け
る
實
踐
活
動
、
即
ち
政
策
遂
行
に
齡
へ
な
：

b

れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
*
^

何
等
か
の
實
踐
. 

t

策
目
的
を
客
観
的
に
實
現
せ
ん
と
す
る
場
.合
、
そ
の
所
期
の
目
的
を
贤
現
ず
る
に
如
何
な
‘る
手
段
を
選
ぶ
か
を
主
觀
內
の
思
惟
活
動 

に
ょ
ク
ル
得
た
法
則
に
恶
づ
い
て
定
め
、
そ
の
手
段
$ :
•

用
ひ
て
.
主
觀
が
客
觀
的
實
在
■
に
働
き
掛
け
た
結
果
‘、
知
觀
の
思
惟
の
所
產
た
る 

A

A P

に

從

？

豫

測

し

て

ゐ

，た

通

t

の
結
果
.
が
現
象
と
し
て
感
性
を
通
じ
て
‘
主
觀
r

與
へ
ら
れ
る
.
な
ら
ば
、
そ
の
法
則
の
客
觀
性
が
證

.

明
さ
る
。 

■
/

. 

' 

、
.

.

.

然
.

レ
實
喫
.

に
ょ
づ
て
法
則
0
容
，觀
性
を
檢
證
す
る
場
合
ノ
吾
.

.々

は
常
に
ガ
の
困
難
.

に
直
面
ず
を
。
即
ち
吾
々
は
頗
る
多
檫
な
現
象
の
.
 

課
規
定
宽
て
版
惟
す
，る
こ
，と
ば
出
形
ぬ
。
寧
ろ
個
.々
の
現
象
.の
特
殊
性
，を
翁
る
程
度
柚
象
し
、
'

共
通
の
.條
件
を
假®

し
、
そ
の
條
仲

.

/
霞
變
動
論
前
史 

.

‘ 

’

七

(

一
五.
九
三〕



。
.'•
.、
へ
.';

」

景
氣
變
動
論
難
^

..y

.

.

.
:
. 

V
;
. 

. 

2
'

五
^
.四
.
,
'

の
下
で
法
則
を
設
定
す
る
o
.從
つ
て
-法
則
は
そ
00
共

通

の

條

件

の

下

，に
於

.て
の
み
絕
對
的
蓄
性
が
主
張
さ
.れ
る
0

然
る
に
實
踐
，
政
' 

策
は1

定
、の
特
殊
な
具
體
的
現
難
に
對
し
て
，働
き
掛
け
る
も
の
で
あ
f

そ
の
興
體
的
現
象
は
、
法
則
を
設
定
す
る
場
合
に
段
^

さ
れ
、
 

た
共
通
の
條
件
以
外
に
、
更
に
そ
れ
自
身
に
特
有
な
條
件
を
含
ん
で
ゐ
る
爲
、
往
々
そ
の
特
殊
條
件
の
爲
に
法
則
の
作

;̂が
妨
ナ
ら
れ 

る
；S
と
ガ
あ
る
。
そ
れ
故
吾
々
の
.
.思
惟
に
ょ
つ
て
設
定
す
る
法
則
は
.，
.具
體
的
現
象
の
.一
面
の>

把

握

，
、

.
即

ち

客

觀

的

で

は

あ

る

が

相
對 

的
戈
認
識
た
る
に
と
ビ
ま
名
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
法
則
は
具
體
的
現
溆
の
實
在
的
可
胄
^

即
ち
«

;̂
趴
^

|

を
^

す
夂
と
|

り
、 

.̂
し
て
絕
對
的
必
然
_

汞
す
も
の
で
は
な
い
。

.
 

.

V.

そ
れ
故
實
W-
は
法
則
，の
*

觀
、性
、
即
ち
本
質
と
現
象
の
統
一
を
檢
證
す
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
本
*

と
現
象
の
對
立
を
、
即
ち
法
：則 

:
の
相
對
的
客
顧
性
^

檢
證
ず
0
:
:斯
く
て
實
踐
'は
-•
.方
ビ
於
で
；：法
則
：於
相
對
的

.客

觀

的
11
:
-
'理

で

あ

り

、
：：
現

實

^
罠

勝

的

蒙

と

比

矛

置

た
 

る
こ
.と
を

明

か

に1>
、

こ
れ
に̂

/0
、
て

翟

に

'
思
«
を
1.
:

て
ぞ
(0
;
:矛
辰
を
.克
服
す
可
く
1

よ
り
具
體
的
思
惟
へ
.
i
向
上
せ
し
め
る
。
そ

'

と
共
に
：他
方實
踐
は
對
象
そ
.の
C

の
を
變
革
ず
る
こ
と
に
よ
：り
、
新
た
な
る
現
象
を
生
み
出
し
、
恩
惟
に
新
た
な
る
認
識
對
象
を
提
供

f
 
る
.ャ

-:
-

:

.

'

.
'
.

:
感
性
フ
思
惟
、
實
踐
の
交
2:
-
作

用

を

通

じ

て

、
：：
吾
々

〈
は
.思
.

を
抽
象
か
ら
具
體
へ
一
と
向
上
：さ
；せ
、

法

則

と

客

觀
的
實
在
と
を
銃
一
さ 

せ
る
i:
同
時
に
.兩
者
の
間
に
矛
盾
を
見
出
し
、
斯
く
て
相
對
的
必
然
性
.を
示
，す
に
と
C

ま
：る

法

則

を

無

限

の

彼

岸

に

於

て

絕

對

的

必

然

： 

性

：
を

'
示

す

法

«|
1

に
接
近
さ
-̂
ん
と
す
る
？
!:
入

.

:
、

■ V 
•

■■
■

斯
く

人
間
主
觀
に
於
け
る
論
理
的
展
開
、
.即
ち
認
識
の
展
開
過
程
は
抽
象
的
酣
性
の
矛
盾
を
止
揚
し
て
具
體
的
多
面
性
へ
と
向
上

す
る
以
上
、
個
々
0
生
觀
に
於
け
る
論
理
的
展
開
0
集
大
成
た
る
思
想
史
全
體
の
.
發
搌
過
程
に
も
亦
斯
か
：る
展
開
を
見
出
し
得
る
0
例 

(

ば
景
氣
變
動
論
史
な
る
藤
史
的
發
展
過
：程
签
體
の
肉
に
も
論
理
的
展
開
を
見
. ^

し
轉
.
る
。

■ 

.

'

<

'# '

氣
變
動
論
前
史
::

ぐ
,
^
^
^
^
^

 

一
.

V
.

;
、

■

■

'

:

,
:
.
T
'
.
V リ
^̂
^̂ ̂

.

-■
‘
：
.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

. 

- 

•

■ ■
.

V

线
.

硏
究
：對
象
は
：個
々
：の
經
驗
的
事
實
と
し
.
て
0
'

恐
慌
，
,:
'

.

.

b
 -
-
-
-

.

恐
慌
が
景
氣
循
環
過
程
の

.

一.

環
^

し
て
周

.

.期
的

.

H

現
は
れ
々
や
ラ
に
な

.

っ
た
< D
.

i

ば
、.

十

汍

：世

紀

初

頭

英

.

國

.に

於

て

自

由

資

本

主

義

が
 

確
立
さ
れ
て
以
後
の
こ
と

で
ぁ
り
パ
ょ
り

.

疋
確
に
は

*

八
1 T

五
年
似
後
で

.

ぁ
る
？
そ
れ
故
恐
慌
の
周
期
性
、
從
0

て
そ
れ
の
法
則
性
は 

十
汍
世
紀
以
後
に
於
て
初
办
て
問
题
と
さ
れ
得
る
の
で
ぁ
る
。
然
る
に
十
八
世
紀
の
初
期
資
本
主
義
に
於
て
も
\>
旣
に
政
治
的
諸
原
因 

ビ
ょ
り
ぺ
偶
發
的
な
經
濟
過
程
^
齋
亂
と
し
て
恐
慌
現
象
が
存
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
等
現
兔
が
科
學
的
硏
究
の
對
象
と
し

て

：
取

扱

は

れ

た
。
：然
も
そ
の
.恐
慌
は
间1:

囘
.
_な
慨
々
の
經
驗
的
事
實
た
る
に
と
V
ま
り
、
單
な
る
經
驗
I f
o
象
に
過
ぎ
ぬ
^*
即
ち
未
だ
励
期
的
に
繰:

,

.

.

.

.

.

.返

;1
>現
は
れ
る
多
<
の
恐
慌
現
象
か
ら
思
惟
に
^ -
っ
て
.共
通
の
>モ
メ
.ン
ト
を
杣
象
し
、
恐
慌
の
定
型
を
鞲
成
し
、
認
識
對
象
‘を
設
定
ず 

る
こ
；と
は
出
來
な
か
っ
た
。1'

八
ニ
五
年
以
後
恐
慌
の
周
期
性
が
現
は
れ
た
に
せ
ょ
、
十
九
世
紀
前
芈
に
於
け
る
卉
叫
派
經
濟
齡
奔
は
ぃ
 

广
未
だ
恐
慌
の
周
期
性
を
充
分
經
驗
し
て
ゐ
な
私
つ
た
爲
に
、
恐
慌
I
党
全
な
科
學
的
認
識
對
象
と
す
る
こ
ど
は
出
來
な
知
.つ
た
^
勿
論 

.

旣
に
彼
等
は
個
々
の
‘經
驗
的
事
實
と
し
て
.の
恐
慌
、で
は
，な
く
、
抽
象
化
さ
れ
.た
恐
慌
.一
般
を
取
扱
っ：

で
ゐ
る
限
り
.、
認
識
對
象
ぺQ

,

移 

行
が
認
め
ら
れ
る
。
然
丨
彼
等
は
恐
慌
を
景
氣
循
環
過
程
か
ら
切
り
離
し
、
.そ
れ
の
み
を
獨
立
に
對
象
と
せ
る
故
、
恐
慌
.の
周
期
性
、

.■.
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J

從
っ
て
法
則
性
な
る
法
則
科
敷
の
認
識
對
象
を
獄
走
し
得
な
か
っ
た
o
' 
.

又
十
八
li
t

紀
か
ら
十
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
、
研
究
方
法
も
無
⑽

㈣
_

で

あ

つ

た

。
ニ.

コ
ラ
イ

•

ハ
ル
ト
マ
ン
.が
述
べ
て
ゐ
る
I n 

く
、『
方
法
そ
の
も
の
が
豫
め
存
し
、
.そ
れ
が
實
際
に
.用

ひ

ら

れ

る

に

對

し

、
方

法

髮

®

は
ニ

次

的'で
あ
る』 o

經
濟

學

も

亦

初

め

贿 

意

識

の

©

に

二

定
€ >

.

方
法
が
几
ひ
ら
れ
、
或
る
程
度
硏
究
の
成
果
が
擧
げ
ら
れ
て
後
初
め
て
方
法
論
的
硏
究
に
興
味
が
向
け
ら
れ
た
の
. 

で
あ
る
。~
十
八
1«
:
紀
の
經
濟
學
箸
は
勿
論
、
，古
典
派
經
濟
學
者
と
雖
も
、
そ
の
方
法
に
尉
し
て
は
無
批
判
的
で
あ
り
、
漸
く
後
期
十
U
典 

派

經

濟

■

、
特
に
シ
.，ィ

n

ィ'
オ
ア
、
f

ン
•
ス
チ
ユ
丁
ト
•
ミ
ル
に
至
っ
て
初
め
て
方
法
論
が
意
識
的
に
批
刺
さ
れ
た
に
と
I

 

'る
。
シ
ィ
'u

ィ
オ
ア"
ミ
ル
を
^

き
"
多

く

の十：！

典

派

經

濟

學

者

は

無

批

判

的

に

主

•と
し
て

j
g

緦
法
に
_

り
、
均
衡
經
濟
體
系
を
前
提 

と
し
、-
そ
れ
ょ
®

諸
經
濟
法
則
を
演
縄
し
た
。
然
し
斯
か
る
.硏
究
方
法
を
以
っ
て
し
て
は
經
濟
體
系
の|

般
的
：

g
'

衡
破
壞
と

.

し
て
の
恐 

«

の
^

然
性
を
演
蝶
す
る
と
と
が
.出
來
ず
、
^ .
盾
に
.墜
入
る
0
.
.
.
‘

a

硏
究
對
象
が
恐
慌
か
ら
そ
れ
を
一
環
と
し
て
含
む
.景
氣
變
動
へ
と
躺
火
さ
れ
る
と
共
忆
、
景
氣
の
循
環
法
則
一
般
を
對
象
と

■

す
,
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.、.

/
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,

b

硏
究
方
法
が
意
識
的
に
批
判
さ
るb  

(

藉
し
十
九
1«
:

紀
後
平
に
; ^

て
は
旣
.
に
議
の
周
期
性
を
充
分
に
經
驗
す
る
に
至
っ
た
結
果
、
恐
慌
が
景
氣
循
證
程

Q
I

環
ど
し
て 

現
.
は
れ
る
こ
と
が
明
瞭
_

s

識
さ
れ
、

.

硏
究
對
象
も
恐
慌
f

景
氣
循
環
の
法
則
把
握
へ
と
擴
大
さ
れ
たo

そ
れ
と
共
に
、
古
典
派
の
.
.

均
衡
體
系
が
ら1

般
的
均
衡
：攪
亂
た
本
恐
慌
の
必
然
性
を
演
繹
せ
ん
と
ず
る
方
法
の
矛
盾
せ
.る
こ
と
も
明
瞭
に
意
識
さ
れ
た
。
球
に
.景

;■
■■
;
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氣

變

動

論

前

史

は

藤

漬

へ

最

墨

動

論

衆

が

始

凌

を

。
.

〜

兌

'

务
 

へ
 

V

: '
-

:

，研
究
k

f
初
め
て
恐
慌
私
ら
景
氣
變
動
へ
、
更
に
景
氣
の
循i

s
®

へ
土
属
大
.し
た
葱
は
デ
ュ

グ

ラ

ー

で

あ

る

。

勿
論
f
 :
前
に
於 

、て
.

も
、：：：

旣

に

ロ
 一

ド
•ォ
ー
バ
ー
ス
ト
ジ
の
如
き
は
景
氣
循
環
，の
存
在
を
認
め
七
ゐ
る
が
、
デ
ュ
グ
.ラ
ー
こ
ぞ
初
め
て
-
八
六
0
年
出
版 

、：>の
.

『

商
業
恐
慌
と
そ
の
.周
期
的
循
環』

に
於
て
-
景
氣
變
動
を
.明
確
に
硏
究
對
象
- i

す
る
に

.

至
つ
た
。
そ
し
て
㈣
は
多
ぐ
の
追
隨
者
^
 

出
し
た
の
で
あ
る
。
例
へ
一
ば
、
ツ
ガ
ン
•
バ
ラ
ノ
ウ
ス
キ
ー
、
ブ 
一

I

プ
チ
ヤ
ン
、
ア
フ
タ
リ
オ
ン
、
レ
キ
ユ̂

ル̂

グ
キ
ピ—

ト
ホ
ー
フ
、

. 

-
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■
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.
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.'

.

.

.

.

.

'更
に
は
レ
ー
デ
ラ
ー
、
ヵ
ツ
セ
ル
等
.で
あ
る
。
彼
等
.の
多
く
ば
、十：！

典
派
經
濟
學
者
の
演
輝
的
硏
究
方
法
の
矛
盾
を
意
識
的
に
批
判
し
、 

こ
れ
に
代
ふ
る
に
、
歷
史
派
經
濟
學
め
影
響
の
下
に
、歸
納
法
を
.以
つ
て
恐
慌
論
更
に
景
氣
變
動
論
へ
の
把
し
き
硏
究
方
法
な
り
と
し
た
。 

即
ち
古
典
派
の
經
.濟

學

奢

の如
く
、
、

的
經

濟

體

系

か

ら

.一

般
的
均
衡
破
壌
と
し
て
の
恐
慌
を
演
釋
す

る

と.

と
は
全
く
不
可
能
で
あ

力

f

i

f

恐

慌

簾

す

1

通

事
_

議

_

此
1

>

一
選
.

霧

i

か
I

慌

の

讓

■恐
慌
の
必
然
性
、
.周
期
性
等
の
法
則
を
歸
納
す
可
き
で
.あ
る
と
。

，

.

.

丨
斯
く
演
繹
法
を
批
判
し
、
そ
れ
-の
代
り
に
歸
納
法
を
採
用
す
る
結
果
、
彼
等
は
現
象
の
世
界
以
上
に
出
る
こ
と
が
出
來
な
'か
つ
た
。 

.と
一K

ふ
の
は
、
歸
納
法
は
個
々
の
經
驗
的
事
實
、
即
ち
瑰
象
を
蒐
集
し
'
そ
.れ
等
現
象
間
に
類
型
が
見
出
さ
れ
V

ば
*
そ
れ
を
以
つ
.て

•■-.
.

■: .

 “

 

■

:■
■

 V
.

 
:

 
■

. 

/ .
.

 

ノ
 

,

 

,

.

 

V.. \

 ■

 

■

 
'

 
-

 
■

.

法
則
と
i

す
方
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
歸
納
法
に
立
脚
す
る
こ
ル
等
の
人
々
が
景
氣
變
動
論
發
展
史
に
於
て
占
め
.る
地
位 

骨
氣
變
動
输
前
史

' 

ニ
 

(
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五
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七
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1
氣
變
敷
騎
^ :

史
' 

.「

.

ニ
：
 

c

 

I

s
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b
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は

.

.
，
'
,

丁
&
歡
識
め
發
展
過
程
に
於
け
る
第

I

の
段
階
ノ
即
ち
直
接
現
象
そ
の
も
の
\
把
握
を
こ
，と

\
す
、る
感
性
的
段
階
に
相
應
す
る
：と

然
し
彼
等
螽
も
、
恐
慌

S

霞

乃

雲

氣
.

S

糧

等

Q

法
則
を
隱
せ
ん
と
企

1
1

し
て
ね

S

上
、
純

繁

る
■

法
：に
の

み
賴
る
こ
と
.は
.出
來
な
か
.つ
た
の
で
I

O

.

,何
と
な
れ
.ば
、'
'歸
納
法
は
單
に
現
象
の
類
型
を
明
か
に
し
得
る
に
と
I

り
、
こ
れ
に
.反
. 

し
、
'不
斷
に
變
動
す
る
多
様
な
現
象
を
常
に
そ
の
內
面
か
ら
必
然
的
に
規
定
す
る
本
質
'
:
.即
ち
現
象
の
法
則
は
把
握
さ
れ
な
い
か
ら
.で
. 

ぁ
る
0

第
'

に
歸
納
法
.は
現
象
即
ち
現
は
れ
來
つ
た
.も
.の(

結
果)

を
取
扱
ふ
に
と
だ
ま
り
、
そ
れ
を
現
は
さ
せ
る
原

：因
、
即
ち
：根
據 

(

本
，質)

を
»/
か
に
し
得
>*
:

い
の
で
ぁ
り
、
因
粜
法
則
を
設
定
.し

--
.
#な
い
-0
第
二
に
、
假
り
に
一
定
現
象
贮
次
れ
で
«:
3

1
定
.現
象
が
現 

は
れ
來
る
こ
I

幾
度
か
經
驗
し
た
か
ら
と
去
つ
て
、.
こ
の
順
次
的
現
象
謹
の
類
型
を
以
つ
て
直
ち
に
因
果
法
則
と
#

做
t

と
と
は 

出
來
な
い
。
そQ

類
型
は
單
に
過
去
に
於
け
る
.い
く
つ
か
の
場
合
に
斯
か
る
現
董
起
の.一

定
順
序
が
ぁ
つ
た
と1M'

ふ
に
m

 

.
從
つ
て
將
來
に
も
斯
か
る
順
序
に
現
象
が
現
は
れ
得
る
で
ぁ
.

I
と
の
蓋
然
性
を
？

に
.
.
t

ま
る
。
じ
れ
に
反
し
常
じ
斯
か
る
摩 

に
於
て
現
は
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
必
然
胜
、
即
ち
法
則
性
^

示
.す
，こ
と
は
出
來
I

い
。
.寧
ろ
法
則
を
設
定
'せ
ん
：と
せ
ば
、
.先
づ
主
觀 

:

の
思
惟
作
用
に
ょ
つ
て
、
多
種
多
様
な
諸
現
象
か
ら
い
く
つ
か
の
共
通
C O

條

件

を

柚

象

：し
*

り
'
 

そ
れ
等
條
f

與
#

肌
ち
優

i

 

提
と
し
-

そ
の
前
提4

ら
思
惟
作
用
.に
ょ
り
法
則
を
演
釋
し
•な
け
れ
ば
%

ら
ぬ
0

そ
し
て
そ
：の
法
則
は
右
の
前
提
'0
^
^
^

然
性
を
示
ず
の
で
あ
る
。
斯
く
法
則
を
設
定
せ
ん
と
す
る
限
り
演
繹
法
に
訴
へ
ざ
る
を
得
ぬ
爲
に
、V
彼
等
：
自
己
の
方
法
ゼ
歸
納
法
な

|

豐

'な
が
ら
、
實
は
歸
納
法
と
.聲
藤

釋

法

を

瞭

默

ゅ

这

用

ひ

.て
居
づ
知
馨

斯
く
の
如
く
、
彼
等
は
主
と
し
て
歸
艄
法
に
訴
へ
な
が
-ら
暗
默
以
內
に
演
繹
法
を
用
ひ
、
兩
方
法
を
混
用
し
て
居
つ
^

が
故
に
、
そ 

の
理
論
はr

混
合
理
論』

に
外
な
ち
’な
か
っ
た
。
即
ち
一
方
に
於
て
歸
納
法
に
ょ
り
、
多
く
の
經
驗
的
事
賞
を
蒐
集
し
、
そ
の
類
型
を
記 

述
す
る
と
共
に
"

他
方
に
於
て
は
暗
默
裏
に
演
繹
法
に
ょ
り
、
法
則
を
設
定
せ
ん
と
も
た
，の
で
あ
り
、
.事
實
の
記
述
と
理
論
的
分
拆
と

■が
混
合
さ
れ
セ
ゐ
た
の
で
あ
•る
。
斯
か
る
中
途
半
端
な
混
合
理
論
を
以
っ
’
て
し
て
は
、結
局
に
於
て
、
歷
史
上
に
’現
は
れ
た
個
々
.の
現
實

• 

• 

- 

. 

- 

f
.

:

-
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

の
景
氣
變
動
過
程
を
詳
細
に
說
明
す
る
こ
と
も
出
來
な
け
れ
ば
、
逆
.に
景
氣
變
動
.一
般
の
法
則
を
設
定
す
る
こ
と
も
出
來
な
か
っ
：た
。：'

' 

玆
に
於
て
直
接
混
合
さ
れ
て
ゐ
た
事
賞
の
記
述
と
理
論
的
分
柝
と
は
分
離
さ
れ
な
け
れ
.ば
な
ら
な
か
っ
た
。
直
接
的
同一

性
は
對
立 

性
へ
轉
化
し
な
け
れ
.ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
®

.
ニ 

I

理
論
べ
の
復
歸——

本

質

論

、

/
 

■.

.

混
合
，理

論

の

內

に

含

ま

れ

て

ゐ

た

一

0-
の
宽
場
、
即
ち
單
な
る
事
實
の
記
述
.と
純
粹
.

Q

理
論
的
分
柝
の
立
場
と
.は
纏
て
明
確
に
分
離 

す
る
に
至
っ
た
。
最
初
は
後
者
の
純
粹
遡
論
Iの
党
場
が
强
く
前
面
に
現
は
れ
る
に
至
っ
た
。
斯
か
る
古
典
派
に
見
る
が
卯
き
^
:
理
論
ノ

^
舊

_
は
：#;
霖
ポ
汍
»

B
素

霞

：け

る

義

裹

經

濟
^

^

新

麗

派

經

濟

襻

へ
1
:の」

篇

過

：程
を
浪
腴
ず
る

^
^

:

齑
し
混
合
理
論
家
の
缺
點
と
す
る
所
は

•

主
亡
し
て
現
象
を
記
述
す
る
に
‘と
ビ
ま
づ
て
、
現
象
の
背
後
に
隱
れ
、
現
象
をS

面

か

ら. 

規
宛
す
る
本
M-(

法
？)

の
世
.典
を
把
握
し
得
な
か

つ
た
點
に
あ
る
。
そ
れ
故
こ
れ
が
反
動
と
し

て

、先
づ
本
質
の
世

#

の
み

を

把
®
せ 

ル
と
す
る
純
粹
涵
論
的
立
場
.，へ
移
行
し
たQ

-

で
あ
る
。
然
し
法
則
を
設
定
せ
，ん
と
せ
ば
、
思
惟
に
.ょ
.っ
て
い
く
っ
か
の
與
件
即
ち
前
提

- 

..Ur-
 

■■■■■■. 

.
 

■
 

. 

\ 

■
 

■
 

.
 

; 

.

. 

. 

.

.L

を
選
定
し
、
そ
:̂
か
ら
經
濟
髋
系
釭
糨
成
し
、
そ
の
經
濟
體
系
か
ら
景
氣
變
動
法
則
.を
演
繹
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
.際
古
典
派
の
.

.

.赏
氣
變
靡
論
：前

史
_ 

.
1

■三
.

.：(

1
3£
九
.九)

.

.

.

.
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パ
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〉
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^

o

2

な
:^
る
如
く r,

思
惟
權
成
物
た
る
均
衡
體
系
か
ら
一
般
的
埒
衡
鄉
壞
た
る
，恐
^

^
至
景
氣
變
動
.の
法
則
を
演
釋
す
る
時
は
矛
盾
に
陷
る
。 

そ
れ
故
|*
1
典
派
經
濟
舉
者
の
選
ん
だ
の
と
は
異
つ
た
與
件
を
®

び
、.
そ
れ
か
ら
靈
乃
至
景
康
變
動
と
■矛
盾
し
な
.い
ょ
ぅ
な
經
濟
體
系 

を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
办
つ
％
。
然」

そ
S

、與
件
を
非
經
濟
的
な
もQ

か
ら
選
s

i

經
濟
的
な
もQ

を
選
眷
と
が
I

O
 

前
者
は
デ
¥

ボ
ン
、ス
、
デ
ィ
，丨
ッH

ル
、
A

T

1に
見
，る
如
く
、
太
陽
の
黑

.點

乃

至

士

地
生
產
力
の
規
則
的
變
化
か
ら
景
氣
の
，循
環
性 

を

管

出

さ

ん

と

す

る

立

，
場

で

I

O

然
為
窆
立
場
は
景
氣
變
f

る
經
濟
的
波
麗
f

經
濟
外Q

要
因
即
ち
外
生
的
原
因
に 

求
め
'る
も
の
で
あ
り
、
外
生
胡
原
闼
に
ょ
づ
て
.は
偶
然
性
が
說
明
さ
れ
得
る
の
み
で
、
內
的
必
然
性
即
ち
法
則
の
樹
立
は
不
可
能
で
あ
.
. 

る
o

紗
に
#

て
從
來
と
異
つ
て
經
肩
的
與
件
•を
選
び
出
し
、
そ
れ
か
ら
動
態
體
系
を
構
成
し
、
そ
れ
か
ら
景
氣
循
環
法
則
，を
演
8 .
せ
ん 

と
す
る
。
斯
ノ
か
る
立
場
を
倉
者HU-
し
て
は
、
先
驅
者
た
る
マ
ル
ク
ス
に
次
い
で
ク
ラ
.！
ク
、
シ
ュ
ン
べ
1

タ
ー
•

レ
ー
ヴ
-
工
等
が
擧 

げ
得
'ら
れ

，る
。

然

し

均

衡

體
系
に
對
し
如
，何

な

る

與

件

を

掙

入

す

る

こ

と

に

よ

つ

て

、

そ
れ
を
動
態
體

.系
に
變
化
せ
し
め
得
る
か
は
人
. 

々
に
ょ
つ
て
夫
々
與
る
ノ
そ
め
場
合
動
態
の
粮
據
を
流
通
過
程
、
管
貨
幣
的
耍
因
に
喊
め
る
金
融
景
氣
雙
動
論
^

レ
そ
ル
^
は
反
對 

に
、
坐
產
過
程
、
特
に
產
業
諸
：部
門
間
.の
不
.均
衡
發
股
に
求
.め
る
.ネ
の
と
、
更
に
流
通
と
坐
塵
の
！

i

過
程
の
銃
：一,

の
內
に
求
め
る
も
の 

等
の
立
場
が
あ
.る
。
：

■ 

«

こ
れ
を
要
す
る
に
純
粹
理
論
的
立
場
を
と
る
景
氣
變
動
論
の
1

は
1

そ
の
I

論
に
於
て
は
均
篇
系
に
對
す
る
動
態
體
系
の
設 

定
か
ら
、
更
に
進
ん
で
は
均
衡
體
滿
と
動
熊
體
系
と
ど
統
ー
せ
ん
と
す
る
方
向
を
迎
り
、
又
動
態
の
要
囚
に
於
て
も
-
流
通
過
程
乃
至 

生
產
過
程
^
ら
兩
考
の
^
1
過
程
の
内
^

要
因
?:
-

浓
め
ん
と
す
る
傾
向
-$
:
迪
.っ
.て
ゐ
る
0
.換
言
す
.れ
ば
*

柚
象
か
，ら
そ
の
抽
象
を
そ
れ

&

身
に
含
ん
だ
具
筆
へ
4
尙
上
し
ク
.、
あ
つ
た
。

"

.

：

. 

•

.

.

斯
か
る
純
粹
理
論
の
.設

定

す

る

景

氣

法

則

は

、壬

觀

の

思

惟

に

よ

つ

で
，選
定
さ
れ
たI.

定
條
件
の
下
に
於
て
の
み
.そ
の
絕
對
的
®
當
他

が
認
め
ら
れ
，る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
思
惟
に
よ
つ
て
選
ば
れ
た
條
件
が
客
觀
的
實
f

の
ち
の

:則
は
文
單
龙
，る
:̂
觀
的
法

則

で

は

が

く
>

同
時
.に
客
觀
的
な
法
則
で
も
あ
る
：0
:
:然
1,
:
思
惟
は
現
實
に
存
ず
る
客
觀
的
實
注
^

件
を
思
惟
の
條
件
と
す
る
こ
と
は
出
來
ず
、
そ
の
內
の
^

定
條
件
の
.み
を
柚
象
し
、
そ
れ
よ
り
法
則
を
演
繹
し
だ
に
.

ま
る
故
、
そ
.

' 

• 

. 

. 
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■
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• 

.
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.

.
.

.
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.
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.

の
法
則
は
現
實
に
絕
對
に
妥
當
す
る
も
の
で
は
な
ぐ
、
眾
に
.相
對
的
に
安
常
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
理
論
本
來
.の，
.

性
質
か
ら
し
て
、 

そ
の
設
宛
す
る
景
氣
法
則
が
相
對
的
客
觀
的
法
則
に
と
^
ま
る
こ
と
は
已
む
，を
得
な
い
の
で
あ
る
o '
.

，然
る
.に
こ
の
已
む
な
き
理
論
と
現
實
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
特
に
世
猓
火
戰
を
轉
期
と
し
て
資
本
、キ
の
經
濟
糨
造
に
'根
本
的
變
化
が 

起
り
，、
經
濟
槽
造
の
■變
化
に
よ
つ
て
そ
の
構
造
.の
枠
.の
内
に
現
は
れ
る
景
氣
變
動
自
體
の
櫬
造
も
著
し
く
變
化
レ
た
結
果
，
M
に
擴
大 

さ
れ
た
。
最
早
過
去
の
景
氣
现
論
を
以
.つ
て
し
‘て
、は
全
く
說
明
し
難
；5
多
く

0 .
現
實
の
景
氣
現
象
に
直
面
す
る
に
至
つ
た
。
そ
.の
嚴
果
、 

W
對
的
客
觀
葡
則
金
設
定

^
得

る

考

:'
f
s
f: p
論

嫌

來

；
の

性

質

奶

看

過

さ

：れ

で

垄

1

論
ゅ
現
實
の
»
氣
現
象

-.
;5:說
明
上
得
茗
る 

息
の
と
し
て
否
f

れ
、
泣
に
純
然
た
る
個
々
，S

驗
的
事
實
^
与

2

|
關
す
る
葬
的
研
究
が
企

I

れ
る
に
至
つ
た
。
且 

.つ
統
哿
的
硏
.究
に
，よ
り
景
氣
變
動
過
程
の
宛
型
を
見
出
し
、
こ
の
定
型
を
個
.々
の
景
氣
過
程
に
當
は
め
、
景
氣
の
豫
測
を
行
は
ん
と
す 

る
。
例
へ
ば
、、/
ッ
ザH

ル
、
，ヮ
ー
ゲ
■.マ
ン
等
.は
斯
か
る
立
場
を
と
る
。
勿
論
撕
か
る
立
場
は
外
面
衲
な
現
象
の
世
取
を
取
扱
ひ
'
藉
然 

独
を
一
K
々

;L
得
名
に
と
V
ま
: ^
、
，内

.卸
的
散
本
質
P
世
界
を
取
扱
ひ
、
必
然
# .
€

法
則
t
僩
題
と
す
る
も
の
で
: ^
尨
い
。

.

•
景
氣
變
動
論
前
史
•

,

‘ 

'

1
3£(

ニ
ハ
0

1)



.货
溆

磨

動

論

前

史

.
，，  

1

六
，

C

一
 
六
3

5 

然
し
純
释
现
論
か
ら
そ
の
反
動
七
し
て
の
統
針
的
硏
究
.へ
，の
移
行
は
、
單
に
景
氣
理
論
の
否
定
と
考
へ
る
こ
と
は
^
來
な
い
：0
旣
に 

統

B-
I
的
硏
究
は
そ
れ
自
身
ょ
り
高
，い
理
論
へ
の
道
を
準
備
す
名
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
理
論
の
設
定
す
る
法
則
は
虫
觀
內
部
の
思
惟
操
作 

に
ょ9.
て
得
ら
れ
た
念

•で
あ
る
が
故H

、

そ
Q
、_

Q
所
產
た
る
掛
則
が
果
し
5

觀
的
實
往
そ.Q

も

法

如

艺

る

か
否
か
^
 ̂

檢
證
し
な
け
れ
ば
な
ら
.ぬ
。
.こ
れ
が
檢
證
に
當
つ
て
は
、
#
々
は
從
來
の
理
論
的
態
度
れ
ら
一
费
進
^
:
;實
踐
的
態
度
を
と
ら
な
け

 ̂

ば
な
ら
ぬ
。、
即
ち
一
宛
目
的
を
た
て
-
そ
の
目
的
を
實
現
せ
ん
が
爲
に
如
何
な
る
手
段
を
選
ぶ
可
き
か
を
決
定
す
る
|
|
、:'
'
囲
論
の
示
す 

法
則
に
從
つ
て1

宠
手
段
を
_
び
、
客
觀
的
實
往
に
働
き
か
け
た
と
こ
.ろ
が
、
法
則
に
從
つ
て
豫
測
し
允
通
り
の
こ
と
；が
現
象
と
M
o 

て
菩
•

々
.•の
感
性
に
迄
現
は
れ
て
來
龙
な
ら
ば
、：
そ
の
法
則
は
客
觀
的
法
別
な
る
こ
と
が
檢
證
务
れ
る
- o
そ

れ

，故

實

踐

即

ち

政

策

は

理

論
 

を
し
て
理
論
た
ら
し
め
る
終
局
の
行
爲
で
あ
る
。
然
し
舟
ら
實
踐
し
難
い
場
合
は
.、
こ
れ
：に
代
ふ
る
に
豫
測
：な
る
手
段
に
訴
へ
>
理

 ̂

の
？

法
則
通
り
の
結
娛
が
將
來
現
象
と
し
て
現
は
れ
來
た
る
な
ら
ば
、
同
様
法
則
の
客
觀
性
；馨
證
さ
れ
る

o
そ
れ
故
^i

又
景
氣：

豫 

測
は
叢
理
論
を
し
て
識
理
論
た
ら
し
む
る
所

.の
も
の
で
あ
る
。
窆
理
論
は
從
來
の
宏

主

觀

の

.田心
惟
操
作
に
と

屬

粹
理
論
か
ら
、
進
ん
.で
理
論
を
現
實
の
客
觀
的
實
在
にI.

致
さ
せ
ん
と
す
る
.所
の
具
體
的
理
論
へ
發
展
す
.る
準
職
が
な
さ
れ
た
の
.で
あ

る
o 
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具
體
的
理
論
へ
の
道——

實
踐
論
：
 

:

••

;

:■
■:斯
々
ズ
現
賓
(0
-
景
氣
_
象

悉
*

す
名
所
;<
?
>具
體
的
景
氣
理
論
0.
_
:
が
企
圖
さ
ル
;̂
:に
茧
<>
昕
か
.る
炎
圖
は
，
.素
孙
な
杉
に 

於
て
は
、
.旣
に
ル
ツ
ツ
、
カ
レ
ル
、

ナ
イ
ザ
ー
等
に
よ
0

て
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
彼
等
は
複
雜
多
様
に
し
て
常
に
同j

■
な
姿
に
於
て
現
は
-

:

れ
來
た
ら
ざ
る
景
氣
現
象
に
就
'
い
て
、
法
則
を
樹
立
す
る
こ
と
ぱ
不
可
能
で
あ
る
と
し
、
寧
ろ
一
般
理
論
經
濟
學Q

與
へ
る
諸
經
濟
法

則
を
，用
ひ
て
個
々
の
現
實
に
與
へ
ら
れ
た
景
氣
現
象
を
說
明
す
る
こ
と
に
景
氣
變
動
論
の
®

を
限
る
可
き
で
あ
る
と
主
張
す
0
..
即
ち

:

. 

.

.

. 

-

-

.

. 

-
-
- 

- 

，
へ
.
.
-
:
,

，

i
-
'
-
f 

- 

.

.

.

,

景
氣
法
則
の
樹
立
を
否
定
す
る
が
、，
現
.
實
の
景
氣
現
^

を

說

明

せ

ん

ど

す

る

‘
。

然

し

斯

か

•

る
立
場
は
折
角
•
現
實
的
認
識
に
近
づ
か
ん
：と

■ 

' 

■ 
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..

し
な
が
ら
、
迴
論
と
現
實
と
の
ギ
，ャ
ダ
ブ
の
前
に
立
‘
ち
蹀
ん
で
し
ま
つ
て
ゐ
る
。
勿
論
理
論
は
頗
る
多
樣
な
る
規
定
の
銃
：

1
.

た

る

•
現

實

.

.

.

.
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か
ら
.

I

定
の
規
宠
の
み
を
抽
魚
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
法
則
を
演
織
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
法
肌
通
り
に
現
實
は
變
励
す
る
も
の 

で
は
な
い
。
寧
ろ
法
則
演
經
の
際
前
提
し
た
の
：と
は
對
立
し
た
規
定
が
時
に
現
览
に
含
れ
て
ゐ
る
が
爲
、
法
則
通
り
に
現
實
は
.變
動
し 

な
い
。
こ
の
理
論
と
現
實
と
の
‘ギ
ャ
ッ
ブ
ば
假
令
，へ
永
久
に
踏
‘越
し
得
な
い
に
し
て
も
、
吾
々
は
常
に
一
般
的
規
定
か
ら
次
第
に
特
殊
. 

、的
興
定
龙
道
_

_
前
提
_

5

^れ
:>
;
'柚
«

か
釭
具
體
枚
ぬ
向
:̂
激
^

_

_<?
>

.

發

勝
広
也
；り、
^

し
な
け
れ
ば
•な
ら
ぬ
。
そ
.し
て
理
論
，の
設
定
す
.る
法
則
を
現
實
に
接
近
さ
.せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
.斯
か
る
具
體
的
景
氣
理
論
を
樹
立
_す
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^

^
薩

な

. «

^
康

艰

菊

规

鬼̂

1

办
銃
#

的
：矾
究_
#'
_
て
.：顏

る

^

脱
^

殊
的
規
觉
を
明
ら
か
に
，し
て
吳
れ
る
。 
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_

斯
く
し
て4

體
的
肩
谓
理
論
が
樹
立
さ
れ
、

'̂
そ
れ
次
け
景
氣
現
象
に
働
き
か
け
、.
こ
れ
を
一
定
目
的
方
.向
.に
.向
は
し
め
ん
.と
す
. 

る
最
氣
政
策
の
猶
立
が
容
晶
な
ら
し
め
ら
る
.0
そ
し
，て

識

政

策

の

遂

行

に

よ

り

、

理
論
の
容
觀
性
が
檢
證
さ
れ
る
？
そ
の
•際
理
論
と 

現
;*
の
ギ
ャ
ッ
ブ
が
孙
.び
明
瞭
な
ら
し
め
ら
れ
、
そ
の
矛
盾
を
鬼
服
せ
ん
と
.し
て
更
に
ょ
り
具
體
的
理
論
へ
の
，向
上
が
企
圖
さ
れ
る
.と

"

パ'
'
.、へー.
氣̂
顧
動
論
前
史
ゲ
ン
'ぺ」

.替
 ̂

、「

七'

.
:
. 

、
..一

 

山
、0
.三)

,



景
氣
變
動
論
前
史 

一

八

(
一

六
0
四)

r 

• 

. 

r 

.
/
,
,
. 

- 

. 
•
: 

.

.

共
-に
' 
政
策
は
時
同
に
對
i象
そ
の
% •
'の
を
變
容
す
る
？:
,
と
に
ょ
つ
て
、
繁
な
る
種
類
の
景
氣
變
動
を
理
論
の
對
象
と
•七
て
里
汞
す
る
。 

吾
々
は
、
以
上
述
べ
來
た
づ
た
如
く
、
歷
史
的
發
展
過
程
の
，內
..に
論
理
的
展
開
過
程
を
見
出
さ
ん
と
す
る
態
度
に
於
て
、
景
氣
變
動

.

論

史

磊

究

繁

纂

氣

變

動

論

歡

研

究

膨

輿

は

抽

象

的
■

胜

證

塞

蒙

i

が

養

體

理
論
へ
.の
發
展
を
明
瞭
な
ら
し
め
る
冬
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
吾
々
，は
從
來
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
、
內
で
最
も
具
體
的
眞
理
性
を
持

-

:

.

.

.

.

、

V
 

.
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.

 

.
■
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.

 

. 

.

.

 

.

 

V
,

.
.

,
.

.

っ
た
景
氣
理
論
を
見
出
し
得
る
。
，そ
し
.て
吾
々
は
こ
の
具
體
的
景
氣
理
論
を
基
礎
と
し
て
.、
.更
に
吾
々
の
：眼
前
：に
襄
示
さ
れ
：た
新
；た
衣 

景
氣
現
象
"
例
へ
ば
銃
制
經
濟
段
階
の
景
領
現
象
の
特
殊
的
規
资
を
顧
慮
し
、
以
っ
.て
現
代
^
景
氣
理
論
を
樹
立
す
石
こ
i
を
#.
る
の 

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
斯
か
る
學
史
的
硏
究
の
み
が
理
論
的
研
究
と
有
機
的
に
結
合
し
得
る
の
.で
あ
る
。
、
 

\

■ 

• 

' M

 

. 

' 

.

:

.

;

:

:

''
:

fE
JI

.恐
慌
が
景
氣
循
環
の
，一
環
と
し
て
周
期
的
に
現
は
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
十
九
世
紀
初
葉
敷
國
に
於
て
自
.由
資
本
主
義
な
る
經
濟
構 

迆
が
確
立
さ
れ
で
以
後
で
あ
る
。
更
に
群
し
く
一 

其へ
ば
、. 一

八
ニ
五
年
の
恐
慌
を
以
っ
：て
間
期
昨
恐
谎
の
最
初
の
：も
の
と
看
做
す
の
が 

定
說
で
あ
る
。
：
§

)

淡
し
旣
に
そ
れ
以
前
に
於
て
、
假
令
へ
一
般
的
恐
慌
と
宕
は
れ
得
な
い
に
し
で
も
、
ぎ
に
角
恐
慌
み
名
づ
け
得 

る
如
き
經
濟
過
程
の
攪
亂
が
西
歐
諸
國
に
發
坐
し
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
デ
.._
ュ
グ
ラ
ー(

註
ニ〕

の
指
摘
す
る
所
.に
:4
:
れ
ば
、
英
國
に 

は
一
七
七一

ー、
八
三
、
;̂
1
1
'九
七
年
及
び
ー
八
9

一
、

一

 

〇

*

一

 

五
年
に
、
え
#

- «
茴
に
は
.ー
八
〇
四
、

一
0
、
ン
|
八
：
ニ
五
年
に 

恐
慌
が
現
は
れ
た
。
':
6

入

^
^ ̂

.  

.

.

.

.課

--
*

w
c
^
s 

<
o
p

註
ニ 

c
lcl
>
.3e
n
t 

Jaglar, 

D
e
s

 criss 

c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
e
s

 

et d
e

 

leur Tetour 

pOH
r
i
o
d
i
q

c'
e
.
-
l
s
s
.
. 

.

-

然
し
一
八
ニ
五
年
以
前
の
> 

.
特
に
十
八
世
紅
の
恐
慌
は
十
九
祉
紀
の
そ
れ
と
質
を
異
に
し
て
ゐ
.る
。
即
ちT

佛
蘭
瓯
.に
於
る
ジ
日 

シ
• a  -

の
ミ
シ
シ
ッ

ビ

ィ

開

發の
山
師
的
fi
t
*肅
、
そ
れ
に
相
應
す
.る
英
國
に
於
け
石
來
印
度
會
妣
證
券
の
投
機
、
一
:七
六
三
年
の
セ
年 

戰
f
後
の
恐
慌
-
十
八
世
紀
九
十
年
代
の
英
佛
■戰
#
後
の
恐
慌
等
は
周
期
的
に
反
覆
さ
れ
た
名
の
と
看
做
さ
れ
得
な
い
し

.
、常
に
又
經 

濟
的
に
說
明
す
可
き
現
象
と
も
看
做
さ
れ
得
な
か
つ
た
。
そ
の
原
因
が
囘
一
囘
的
な
も
\の
で
あ
り
、
政
治
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
爲 

に
、

一
般
經
濟
原
理
に
手
が
か
り
を
與
へ
な
か
つ
た
。』(

許
y
換
言
す
れ
ば
、
：十
八
世
紀
の
恐
慌
、ば
第
一
に
夫
々
の
馨
良
て
異
な
つ 

た
性
質
を
持
ち
、
囘

.一
闾
的
な
現
象
で
あ
り
、
第
二
に
そ
れ
等
の
原
因
は
主
と
し
て
政
治
的
な
も
の
で
あ
り
：
從
つ
て
經
濟
過
程
に
と 

つ
て
は
外
生
的
な
、
偶
然
的
な
原
因
で
あ
'つ
.た
。
そ
れ
故
反
還
さ
れ
る
同
，一
霞
現
象
の
、內
に
法
則
を
見
出
さ
ん
と
す
る
所
の
、
而
も
.

經
腐
的
な
內
坐
的
原
因
か
ら
す
る
必
然
的
法
則
を
設
定
せ
ん
と
す
.る
所
の
恐
慌
理
論
に
と

つ

て

は
、
當
時
尙
ほ
そ
の
對
象
を
紙
い
て
居

つ
た
の
-̂

あ
る
。

■ 

!
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■
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. 
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Fntz  Burcliardt,  
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s
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,

,斯
く
て
恐
謹
論
H

に
ば
景
，氣
理
論
は
そ
■の
硏
究
對
象
そ
の
も
•の
を
缺
い
て
居
つ
た
ば
か
り
.で
な
く
、，
こ
.れ
が
硏
究
方
法
f

缺
ハ 

て
-居
つ
た
の
で
あ
る
。
蕺
し
景
氣
循
環
のI

環
と
し

て

め

恐
慌
を
硏
究
す
る
，亦
厭
に
は
、
そ
机
が
研
究
の
前
提
と
し
て
經
濟
循
環
の
.
'過 

程
に
關
す
る
理
論
、
即
ち
市
場
輕
濟
の
W

生
産
過
程
の
理
論
が
與
へ
ら
れ
•て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
.ぬ
o
'と
考
ふ
.の
は
、景
氣
變
動
は
市
場
經
. 

景
氣
變
動
論
粟

：

.
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. 一.
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.
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S五〕



し
 

鼓

氣

變

動

論

前

史

.

.

.

•

 

. 

ニ
o 

. 

O

六
2

C
 

濟
^

种
坐
產
過
棒
の
波
動
運
跡
で
あ
り
、
恐
慌
は
そ
，

Q

波
動
運
動
の
ニ
瑗
で
ぁ
る
，か
ら
で
$>
-
る
。
然
る
に
經
濟
循
環
過
程
の
理
論
は
、
 

十
八
世
紀
の
七
十
年
代
以
後
に
於
て
、
初
め
て
夂
ネ
~
1、
ス
.‘ミ
ス
に
ょ
0?
て
體
系
的
に
諶
礎
づ
け
ら
れ
、
そ
し
て
十
九
世
紀
の
初
葉
，に 

至
り
、
ゼ
ィ
、
リ
‘ヵ
ー
.ド
ォ
に
ょ
つv

完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
尙
ほ
ゲ
ネ
ー
、
ス
ミ
ス
I

あ
つ
て
は
、
恐
慌
は
自
由
に
放
任
さ
れ
た
、
 

經
濟
循
環
過
程
の
結
果
と
看
做
さ
れ
ず
、
寧
ろ
完
金
に
.自
由
な
ら
じ
め
れ
ば
調
和
，が
齎
ら
さ
れ
る
可
き
經
濟
過
程
に
對
し
-

マ
ー
ヵ
ン
.

'

.
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.
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チ
リ
ズ
.ム
•流
に
政
治
的
干
渉
t

な
す
結
果
起
る
の
.で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
自
由
に
放
任
さ
れ
た
經
濟
循
環
そ
の
.も
の
か
ら
生
じ
、
 

來
た
つ
た
攪
亂
と
し
て
恐
慌
問
題
が
提
起
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
は
、
十
九
世
紀
に
，な
：つ
.て
セ
ィ
と
ザ
ル
サ
ス
と
の
間
に
論
爭
が
戰
か
は 

さ
れ
て
以
後
で
あ
る
.？ 

■ 

.

:

目
さ
れ
'た
顯
著
な
當
時
の
恐
慌
な
る
緻
濟
現
象
が
貨
幣
側
の
^

^
に
由
'來
す
る
限
り
、
こ
の
時
代
0
.
經

濟

制

度

や

そ

の

理

論

的

所

產

社 

1

走
胲
態
カ
景
氣
理
論
へ
の
前
茅
を
蔵
し
て
‘ゐ
た
-の
で
あ
.る
。』

S

)

即
ち
金
融
景
氣
變
動
論
の
荫
芬
を
旣
に
當
時
に
於
て
，見
出
し
得
る

の
で
あ
る
。
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こ
の
時
代
は
貨
胳
制
度
に
と
つ
て
特
に
重
要
な
事
件
に
ょ
つ
て
_

さ
れ
て
ゐ
る
。

|

つ
.は
•一
六
九
四
年
に
於
け
る
英
蘭
銀
行
の
設
立
；
 

で
あ
り
、
.他
•は
一
七
九
七
年
に
於
け
る
同
銀
行
.の
條
令
に
ょ
る
金
兌
換
の
駿
止
で
あ
る
-0
十
七
世
紀
後
弗
忆
於
て
、
，英
國
の
輿
論
は
#
. 

太
利
や
和
蘭
が
通
商
上
繁
榮
し
て
ゐ
る
の
は
、
同i

に
べ
一
一
ス
銀
行
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
銀
行
が
あ
る
が
爲
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
に
做
.

:っ
て
銀
行
0
設
.立
：を
希
望
し
た
0

そ
.の
結
艰
一
六
九
■四
年
英
蘭
銀
行
の
設
立
を
見
る
に
至
つ
た
の
で
ぁ
.
'るo
同
銀
行
は
私
立
銀
行
と
し

.

. 

.

F 

•- 

'J.
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.
•
•
•
• 

•
..*
•
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•
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レ-
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,
、

て
設
立
さ
れ
た
の
で
.ぁ
る
亦
、.

國
家
に
對
し
て
貸
附
を
行
ふ
代
償
と
し
て
一
定
の
特
權
、
特
に
最
初
は
一
.定

額

の

銀
行
券
發
行
；の
'獨
占 

權

を

獲
,-
#

し
た
。
.國
家
^

對
し
て
貸
附
を
行
ふ
結
果
、
-同
銀
行
は
國
債
の
管
理
者
と
な
\

後
に
，は
國
窜
の
管
理
者
と
も
な
b

、_
最
後 

に
は
國
の
金
^

備
.を
集
中
す
る
に
至
-.
o
た
。
公
、債
引
受
と
另
ふ
同
様
の
財
政
的
理
由
か
ら
、
兩
東
.

g

度
會
社
は
賀
易
の
獨
占
權
を
獲
得 

し
た
。

.

.

. 

-

.
 

.

Y

- 

.

.

. 

= 

. 

- 

V
.

,

;

赛
國
に
と
.っ
て
こ
の
制
度
は
、

- m
印
度
會
社
證
券q

投
機
.に
よ
る
議
を
除
い
て
は
、
ニ
、111.C

私
立
發
議
行
が
現
は.e

た
後
と 

-雖
も
、
さ
し
た
る
動
搖
を
示
さ
な
，か
つ
た
0
英
國
に
於
け
る
士
同
樣
、
國
家
財
政
を
盤
理
‘せ
ん
と
し
て
ジ
a
ン
•
.
.
ロ
ー

に

よ

っ

て

考

案

さ
 

れ
た
佛
勤
诞
の
紙
幣
發
行
銀
行
の
制
度(

一
七一

六
年
設
立)

は
最
初
は
非
常
な
成
功
を
收
め
、：
.そ
の

爲

、
...通

貨

の

膨

膜

は

商

翁

及

び

質
 

易
に
荷
利
な
影
響
を
i
ぼ
す
と
の
ロ 

1
の
理
論
が
確
證
さ
れ
た
か
の
よ
ぅ
に
見
ぇ
た
。
'こ
の
怫
蘭
西
の
隆
齋
に
#.
:

ル
を
な
し
た
英
國 

は
、

a
l
oミ
シ
シ
ッ
.
.ビ
ィ
會
社
の
例
：に
倣
っ
て
第
ニ
の
東
卻
度
會
社
钇
設
立
し
た
<
> 然
る
に
ロ
ー
の
考
案
^
る
怫
蘭
西
の
紙
幣
發
行
：
 

銀
行(

B
l

u
e

Q
6

n
€

r
a

l
e

)

は
過
度
の
紙
幣
發
行
と
株
式
價
値
汉
低
落
と
の
結
禺
破
產
k '
一
 
七
ニ
〇
5
、
そ

の

後

半

世

紀

間

っ

，
 

.て
怫
蘭
ぼ
で
は
中
央
發
券
銀
行
の
設
立
が
不
可
能
と
な
つ
た
タ
一
七
七
六
年
に
..設
立
さ
れ
^
割
引
銀
行(oaisse  d

、Escompte  
ノ
も
亦 

满
命
の
爲
同
.

一.

運
命
を
迎
P
、
國
庵
：の
爲
に
過
度
の
紙
幣
發
行
を
行
っ
た
結
果
破
産
し
て
終
っ
た
。
佛
醫
革
命
の
不
換
紙
幣
時
代
と 

時
を
同
じ
ぅ
し
て
起
っ
た
一
七
九
三
年
の
恐
慌
は
英
國
の
銀
行
制
度
を
も
崩
镇
せ
■し
め
る
に
至
り
、
そ
.の
四
年
後
の
一七
九

七

年
に
英 

蘭
銀
行
は
條
令
に
よ
り
金
兌
換
を
廢
止
し
た
1 
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景
氣
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史
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赀
氣
變
動
諭
前
史
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ニ
ニ 

(
一

六
0
八)

.

斯
く
の
如
ぐ
十
八
世
紀
に
於
て
は
，政
府
の
政
'策
に
ょ
カ
旗
.々
貨
幣
制
度
が
動
搖
し
、
そ
の
爲
に
經
濟
界
も
攪
亂
に
陷
つ
た
。
そ
の
爲 

貨
幣
制
度
‘の
改
萆
pr
n
題
に
.關
す
る
論
爭
に
關
聯
し
て
、
屢
々
一
般
に
恐
慌
原
0
を
貨
幣
的
要
因
に
求
め
ん
と
す
る
1

を
坐
じ
た
„
职 

も
當
時
の
.支
配
的
經
濟
論
は
マ
ー
力
.ン
チ
リ
ズ
ム
.で
あ
つ
た
が
爲
に
‘、
こ
の
，傾
向
は
尙
更
助
長
さ
れ
た
の
.で
あ
る
。
藍
し
、
.マ
ー
カ
ン
： 

チ
リ
ズ
‘
5
.
.
は
ス
ミ
.ス
及
び
彼
の
貺
流
背
に
ょ
つ
て
流
布
さ
れ
.た
見
解
と
反
對
に
.、
常
に
必
づ
し
も
金
®
主
義
で
は
な
か
つ
た
。
確
か
に
'' 

初
期
の
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ス

_ >
は
金
屬
主
義
的
、
.地
金
主
_
的
退
藏
觀
を
懷
い
て
居
つ
た
と
は
茇
へ
、
、後
期
の
人
々
は
保
護
主
義
又
は
商

■ 

.
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業
主
義
へ
の
發
展
を
地
っ
た
の
で
あ
.る
。
然
し
十
六
世
紀
か
ら
十
八
佌
紀
前
半
に
か
け
、
封
建
國
家
が
瓦
解
し
、
近
代
國
家
が
成
立
し
、

.
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そ
の
際
從
來
知
行
を
受
け
て
居
っ
た
封
建
的
武
士
階
級
に
，代
っ
て
、
貨
幣
を
支
拂
は
.れ
る
傭
兵
と
官
淹
と：

が
現
は
れ
た
結
果
、
先
：づ
貨 

'

幣
饑
鐵
が
.1:癒
的
事
實
土
な
り

;;
>

そ

の

：
爲

當

時
:̂
龙
て
貴
金
屬
、

.'
:
:
>^

^

- 

:
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.

.
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.#
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る
■

か

麵

當

：の
：决

定

的

要

因

I

嘴

.

.
れ
た
士
录
ふ
客
觀
的
事
實
雀
が
結
び
っ
：：い
.て
、
金
融
景
氣
變
動
論
的
見
解
が
展
開
さ
权
た
の
；で
あ
.る
。
：
：
. 

.

;

:

そ
：の
最
：も
著
名
な
る
代
表
者
は
ジ

：

.'
«

:ン
：
•:•
ロ
：1

:

で
あ
る
タ
彼
は
慕

し
て
^

る
に
と
^

ま
：.る
。:'
:
-即

ち

屬

數

暈

の

增

汰

は

商

業

公

.質

易

を

活

潑

.な̂:
1>
め
>.
.價

格
^

- '

入̂

有
利
で
あ
る
と
述
ベ
る
に
と
ど
ぎ
り
、
貨
幣
の
數
量
竝
-に
そ
の
變
動
が
財
貨
の
循
環
に
如
何
な
'る
影
響
を
双
ぼ
す
か
を
具
體
的
に

述
べ
.
そ
へ
ゐ
な
い
.

0
:

.

:

.

ン
貨
幣
數
*

の
篇
と
財
貨
濑
量
竝
^

ぞ

0
儐
格
變
動
セ
.

の
：：關

係

を

初

め

て

：理

論

的

亡

說

明

し

'

た
の
：は

貨

幣

數

量

說

：で

.
ぁ

る
0 
•貨

幣

數

，

.量
說
は
旣
に
古
く
は
十
六
世
紀
に
於
け
る
ジ
.ャ
ン

»

ボ
ー
ダ
ン
の
所
說
に
迄
溯
り
得
る
。
.彼
は
當
時
に
於
け
.る
物
價
騰
貴
の
'原
因
は
貨 

;'
'
,
:
'幣
&
改
惡
^
.り

,%
':
,
»
.淳
ろ
澌
世
界
_

ら
流
：ス

.1
>
來
％

タ
た
金
植
め
過
：剩

^

あ
^
^
^

:
.

貨
■

量

；れ

直

凝

欷

赛

す

译

と

^

炎
货
あ
金
泡
含
如
て
ー
居
尤
じ

^̂

.

に
於
け
る
貨
幣
數
釐
說
は
十
七
世
紀
に
至
つ
て
ジ

a

ン

*
 

ロ 

.ッ
ク
に
よ
、つ
.て
更
に
發
M
せ
し
め
ら
れ
た
。
然
し
こ
の
數
量
說
を
經
濟
循 

環
の
理
論
と
結
び
つ
け
た
の
は
デ
ヴ
ィ
ド
•ヒ
ュ
ー
ム(

許〕

を
以
つ
て
嚆
矢
と
す
る
。

.
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V

ュ
ー
ム
は
貨
幣
數
量
說
L

定
式
化
し
、
^

礴

嬅

猫

炖

=

澍
卽
嬅
1
1
>
<齑
孩』

と
な
し
て
ゐ
る
。

こ
の
.定
式
か
ら
彼
は 

.

一，.國
に
と
つ
て
貨
幣
蓄
積
は
無
意
^

で
あ
る
と
の
.マ
ー
カ
ン
チ
，
火
ズ
ム
と
は
矛
盾
し
た
結
論

.に
達
し
.
.た
？
即
ち
マ
.
1
カ
ン
チ
リ
ス
ト
の

ir
G

勤

^

一：：

»'
0-
氣
富
&

賢
に
：貨

幣0.
«

賴
略
^

輸
入
の
增
加
を
來
た
し
、
r a
び
貨
幣
は
國
外
.に
流
出
す
.と
の
結
論
.に
達
し
た
。
拔
て
彼
に
よ
れ
ば
、
各
邂
濟
、壬
體
の
.所
持
金
が
同
時
に 

.均
衡
し
て
增
加
す
れ
ば
、
凡
ゆ
る
.價
格
は
均
衡
し
て
騰
貴
す
■る
に
と
V
ま
る
と
。
こ
.れ
，..に反
，し
貨
幣
0
增
加
が
同
時
.に
而
も
均
衡
し
て 

.各
人
に
.行
き
苴
ら
ず
、寧
ろ
貨
幣
の
.流
れ

が

最

初

は

.
•
一

 

.定
階
級
に
集
ま
る
な
ら
ば
、
異
つ
た
作
用
が
生
ず
る
.と
0 ；

更
に
詳
し
く
一 K

へ
ば
、 

-
ヒ
チ
ー

ム
に
よ
る
と
、
そ
の
'場
合
に
も
價
楮
騰
貴
が
惹
起
.さ
れ「

る
が
、
直
接
.に
惹

起

さ

れ

，は

し

.な
い
_
?寧
ろ
慣
格
騰
貴
の
.作
用
が
全
經 

濟
領
域
に
及
'ぶLi

は
一
定
の
經
過
期
間
を
要
す
る
.とp  

.こ
の
，貨
幣
增
加
の
關
始
^

v
M
g
騰
貴
の
終
了
迄
の
經
過
期
間
を
ヒ
，
r
l
.ろ，は

-
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»
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,

產
業
に
と
•つ
て

、

利

な

り

と

し

て

，ゐ

る

。

.先
づ
附
加
的
貨
f

f
獲
得
し
た
企
業
家
は
'生
產
的
投

資

裏

て

今
そ
の
爲
勞
働
#

に
對 

す

る

需

耍

が

增

伽

す

る

，
が

、

『

勞

働
#
は
夢
1
も
よ
り
高
-\
^
賃
銀
を
要
求
し
よ
ぅ
士
思
は
ず
、
寧
.ろ
よ
い
•雇
、壬
を
見
出
し
た
こ
と
を
以
つ
. 

て
滿
足
す
る
。.勞
働
者
が
よ
り
不
妈
し
て
.來
る
.と
ノ
_

業
奪
は
よ
i

cい
霞

を

8

ふ
が
、
最
初
は
然
し
又
よ
i

く
.

I働
を

■ 

要
.求
す
る

o

.

斯
か
る
要
求
に
得
働
背
は
賓
ん
で
從
ふ

1

矣

ふ

の

は

、
こ
れ
が
爲
に
彼
ば
よ
り
よ
い
坐
活
を
な
し
得
る
し
、
從
.つ
て
そ 

の
增
加
し
た
苦
勞
や
疲
勞
I

.し
報
酬
を
得
る
か
ら
で
I

M

S)

そ
の
I
 n

丨
ム
は
生
産
物
の
價
格
を
決
宛
す
る
最
も
主
要
な
. :
' 

费

月

た

る

貨

繁

一
般
に
騰
貴
せ
‘ざ
る
限
り
、
價
格
そ
の
も
の
も一.

般
に
騰
貴
し
得
.な
い
と
假
定
•し
、
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
同
時 

に
.農
民
も
努
働
者
も
市
場
に
於
，て
，よ
り

多
く
の
、
そ
し
て
よ
り
よ
き
財
貨
を
■
入
し
得
る

、『

と
沄
ふ

の
は
、
價
牿
が
騰
貴
し
て
ゐ
な
い 

.
メ
ら

で

ぁ

る

と

.0
勞

働

，者

、
農

氏

の

財

貨

'に
對
す
る
購
買
力
が
增
加
す
る
結
果
、
最
撕
は
歡
令
生
產
物
の
價
楮
が
騰
貴
し
な
く
と 

も
*
從
つ
て一

個
當
り
の
利
濶
は
增
大
し
な
，く
と
名
*
坐
產
數
量
が
增
加
す
る
故
、
蠢
業
者
の
糧
利
御
は
增
大
す
。
そ
し
て
驄
て 

'こ
の
怀
加
的
霧
が
各
個
人

‘の
活
動
^
促

迆

，
し

、

產

業
# .
の
一
般
的
活
況
を
惹
起
す
る
に
至
つ
た
場
合
、
初
め
て
一
般
貨
銀
、
從
つ
て

ilf
c
. Hu

s
e
,

 ibid. 

P. .298. 
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こ
れ
と
正
反
對
の
作
用
を
貨
幣
數
量
の
減
.少
は
な
す
と
0

即
ち
^

勞
働
宥
は
凡
，ゆ
る
もQ

杧
對
し
同
一
價
格
を
市
場
に
於
て
支
挪
ふ
へ 

に
^
:ら
ず
、
_

業
者
及
び
商
人
か
ら
靜
る
仕
事
は
少
く
な
名
。
農
§

そ
の
地
主
に
同一

地
代
を
支
拂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
に
岢
ら 

ず
ノ
自
己
の
穀
物
ゃ
家
畜
を
黧
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
そ
の
結
菜
貧
困
-
:乞
食
、
不
況
が
坐
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
容
易
に
1

測
し

:
:

斯

ぐ

て#

ガ
1
本
は
貨
幣
數
量
« >

墻
減
挺
賛
銀
及
饮
債
凇
€ >
:
騰
落
.が

時

間

的

：

£

遲

れ

；る

が

故
：$

の
減
少
は
不
況
を
惹
起
す
と
み
る
。
好
況
は
又
金
の
增
加
に

.

よ
’

っ
て
も
、•
紙
幣
信
用
に
よ
つ
て
も
惹
起
さ
れ
る
が
、
唯
紙
幣
信
用
は
事 

實
多
く
の
危
險
を
伴
ひ
、
.政
治
的
干
渉
に
よ
っ
て
容
易
に
攪
亂
さ
れ
る
と
。

ヒ
ュ
ー
ム
、は
.景
氣
上
昇
4

下
降
と
を
別
々
に
取
扱
っ
た
に
と
ビ
ま
り
、
上
昇
か
ら
下
降
へ
、
更
.に
苒
び
下
降
か
ら
上
昇
へ
の
轉
換
過

• 

• 

■ 

• 

.

. • 

• 

• 

- 

... 

* 

- 

- 

- 

•

程
を
取
扱
.っ
て
ゐ
な
い
。
こ
の
轉
換
過
程
の
說
明
は
然
し
彼
の『

■貿
易
平
衡
論
i

s)

を
取
扱
つ
.た

論

文

中

に

見

出

さ

れ

る

.0
そ
こ
に
於 

て
ヒ
ュ
ー
ム
は
.
.一.，種
，の
比
較
生
產
費
說
に
從
づ
.て
金
の
地
方
的
竝
に
國
際
的
分
配
を
論
じ
て
ゐ
る
。
金
輸
入
國
に
於
け
る
價
格
水
準
の 

騰
貴
は
商
品
輸
出
を
減
少
し
、
.輸
人
を
增
加
せ
し
め
‘、
じ
の
こ
'と
は
逆
に
金
の
輸
出
を
來
た
さ
し
め
、
金
の
輸
出
に
よ
つ
.て
.以
前
の
狀 

.
態
に
近
づ
く
と
。

• 

\
 

.

ヒ
ュ
ー
ム
の
こ
の
價
お
7J
C
準
O'
國
ぼ
㈣

均
衡
化
の
理
論
を
先
に
述
べ
た
不
均
衡
な
員
*
增
加
の
作
用
に
關
す
る
理
論
と
結
び
つ
け
る 

一.

が
诚
#

金

融

的

景

叙

_

克
_

_
參
ふ
翁
味
.̂

金
の
自
動
的
流
出
人
に
.，よ
っ
て
..交
互
的
に
惹
起
.さ
れ
る
.か
ら
で
ぁ
る
.。

'

然
レ
等
實
ヒ
ュ
ー
ム
は
景
氣
循
環
な
.る
現
象
そ
の
も
の
を
知
っ 

て
ゐ
な
か
っ
た
し
、
從
つ
て
又
こ
れ
に
對
し
何
等
の
說
明
も
企
て
得
な
か
づ
たQ

,

で
ぁ
る
。 

.



景
氣
變
動
論
前
史 

‘

£

ハ

ヽ

u

J

a

こ
れ
を
要
す
る
■に
、
十
八
抵
紀
の
初
期
資
本
主
義
に
於
て
は
、
旣
に
政
，治
的
諸
原
因
に
よ
り
-
偶
然
的
な
經
濟
過
程
の
■

と
し
て

.の
恐
ぼ
現
象
が
存
し
た
と
は
瓦
へ
"
そ
の
恐
慌
は
囘
ー
囘
的
な
個
々
の
-經
驗
的
事
實
た
る
に
と
-
ま
り
、
單
に
經
驗
對
象
に
晶
ぎ
な
ぃ

/ o
た
從
つ
て
周
期
的
に
繰
返
し
現
は4

來
允
る
多
く Q

恐
慌
現
象
か
ら
共
通Q

モ
メ
ン
ト
を
抽
象
し
、
議

の

定

M
を
構
成
し
、

識
對
象
を
設
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
章
に
述
べ
る十：！

典
派
經
濟
學
者
に
就
い
て
も
袞
は
れ
得
る
の 

.

.で
あ
る
。
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. 

;

:

,

:

,

'ノ.
.

.

ン

三

.

.

十
八
世
紀
の
：.マ
丨
ヵ
ン
チ
リ
ズ
ム
的
籾
期
資
本
主
蒙
時
代
に
於V

ほ

，
齬

濟

組

織

：
の

基

本

構

造

I

す

る

原

因

：に

志

て
 

經
濟
過
程
が
必
然
的
に
、
而
も
周
期
的
に
.景
氣
の
上
昇
卞
降
の
，交
代
過
段
を
示
し
は
し
な
か
つ
た
0
然
る

K

世
起
初
葉
■以
來
西
歐 

:の
先
_

- «
本
由
義
諸
福
« :
自
#
生
義
衲
：な
高
_

本
^
義
0
時

代

，
に#'
;

衍:1
,

於

0,

ち

益

ギ

さ
れ
た
。
.マ*
1
カ
ン
チ
ン
リ
ズ
ム
に
對
す
る
自
由
放
任
主
_

の
實
際
的
勝
利
.は
個
人
の
ィ
ー〖

シ
ア
.テ
ィ
ブ
に
新
た
な
を
刺
戟
を
與
へ
：
、

又
合
理
主
義
的
經
濟
觀
念
を
促
進
し
たO

他
方
生
産
技
術
.の
方
面
に
於
て
も
-

所

謂

産

業

革

命

に

，よ

り

急

速

な

進

歩

警

“さ
れ
た
o 

r 

'
ゾ
斯
く
资
本f

 

_
經
德
紙
織
0
基
本
鞲
造
は
第
餐
,*
|
.發
達
せ
：る

苽

場

經

濟
<1
:
'
-化

し
，
_

 

m

そ
の
.市

場

經

濟

が

國

家

の

午

渉

に

よ 

.ら

ず

.營
和
欲
に
驅
ら
れ
た
侗
人
CD
自
3

競
讲
に
よ
つ
.て
營
ま
れ
る
無
政
府
的
商
品
钜
產
社
會
と
な
1)
'
-、
.第
三
，に
ぞ
.の
無
政
府
^
生
產 

ば
機
械
の
利
用
に
よ
る
大
規
模
唐
と
な
つ
た
。
そQ

繁

、
自
由
競
爭
と
篇
欲
な
る
柢
反
的
力
は|

方
に
於
て
懊
格
の
自
由
變
動 

^ '
• ^

し
^

霧

篇

化

の

作

—

營

む

と

響
^

”
他
矿
^

の

柢

反

的

カ

は

悔

銜

作

用

ヒ

止

揚

し

、

剩
さ

.へ
大
1

模

生

產

霞

を介
し

て
•一
般
的
過
剩
坐
鹿
を
惹
き
起
ず
に
至
つ
たo

茲
に
經
濟
組
織
の
內
坐
的
原
因
ょ
り
す
る
-經
r

s
程
の
攪
亂
た
る
恐
慌
及
び
そ
^

を
：

一：； 

環
と
し
て
含
む
景
氣
循
環
が
•現
は
れ
た
C

0

O

事
實
十
九
世
紀
初
頭
の
.諸
恐
慌
、例
.へ
，
ば

英

國

の

一

八

〇

ニ

、
一

 

◦

、
一
 

五
年
の
恐
慌
は
ー
七
九
三
及
び
九
七
年
.の
恐
慌
と
等
し
';
<

'
經
'.

:
濟

的

風

因

に

：

_

兌

藤
%

起
.ざ
_

疆

^:
推

ゅ

か:̂
'
:
:
;
顯
务
ナ
_

あ
っ
た
。
然
し
一
.八
.ニ
五
年
の
恐
慌
友
轉
期
と
し
て
、
內
坐
的
原
因
に
恶
づ
く
恐
慌
及
び
景
氣
循
環
が
.現
は
れ
た
。
，
- 一•八
ニ
七
年
に
•出 

版
さ
^

た『

新
經
宵
學
原
理
^

§̂
,
7
6
3
.
8

 

3PIin
c
i
p

-sd
>
E
t
o
n
o
m
i
e

 

p
o
l
i
t
i
q
u
e
,

-:'
T
o
m
e
"

 I
,
)

第
一
一
版
に
於
て
、
シ
ス
モ
ン*

テ
ィ
は
次
の 

如
く
述
べ
て
ゐ
る
。『

人
^

に
し
て
商
業
通
信
や
、
新
聞
や
、
旅
.行
者
.の
談
を
讀
む
な
ら
ば
、到
.る
所
で
坐
產
が
遙
か
に
.消
費
を
越
へ
て 

過
剩
で
あ
り
ノ
斯
か
る
组
產
は
需
荽
に
應
じ
て
^

は
な
く
、
寧
ろ
人
々
が
投
下
せ
ん
.と
す
る
資
本
に
應
じ
て
.な
さ
れ
.た
も
の
で
あ
り
、
-: 

商
'た
達
の
、活
動
も
結
局
は
凡
て
の
市
場
に
大
勢
し
.て
殺
到
す
る
爲
、
刺
嬰
得
ん
と
し
て
却
っ
て
そ
の
取
引
に
於
て
破
滅
的
な
損
失
に 

陷
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
吾
々
は
#

種
の
商
品
、
.然
し
特
に
大
製
造
國
た
る
英
國
の
商
品
が
伊
太
利
ホ
全
ン 

市
場
に
.溢
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
、
而
も
そ
の
程
度
た
る
や
遙
か
に
需
要
を
越
べ
、
そ
の
結
果
商
人
達
に
.し
て
事
實
彼
の
貨
幣
の
.ー
.
：
部

だ

.

. 

. 

.

-

 

•
; 

.
'■.
.■ 

• 

- 

. 

I
, 

,

' 

•
•
• 

• 

• 

.

.

.

.

. 

I.

. 

' 

'

.
け
で
も
.囘
收
せ
ん
と
す
れ
ば
、
■利
益
を
得
る
代
り
に
"

三
分
.の1

乃

至

四

分

の-
も
損
を
し
て
そ
れ
等
商
品
を
賣
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
：
 

な
か
っ
た
。
研
太
利
か
ら
f

返
さ
れ
た
商
品
の
.流

は

證

、
奮

,

ブ
，ラ
ジ
ル
に
迄
见
濫
す
'る
’に
至
っ
た
が
' 

然
し
典
處
に
於
て

景
氣
變
動
論
前
史
.
. 

ニ，七

.

c

一
六
•—
•
三)

、



驻

.

'.
■

'

:

:

:

 

二
八
'

(

一

窘

欺
く
恐
慌
及
び
景
氣Q

霜
が
容
觀
的
に
货
在
す
る
に
至
，つ
た
以
上
、
當
時
に
於
け
る
支
配
的
經
濟
學
派
た
る
古
典
派
の

人

，々

に

ょ

り
て
と
れ
普
の
現
象
が
■理

論

的

に

硏

究

さ

れ

る

に

至

っ

た

。

然

し

十：！

典i

派
の
硏
畜
象
は
次
の
特
長
を
有
す
。 

.

.

一
、
景
氣
循
還
程
即
ち
囘
復
丨
好
‘

況—

恐P
—

不
況

I

W

び
磬
の
過
程
中
、
馨

Q

硏
洗
對
象
と
す
る
所
は
歡
で
あ
る
。

—

藍
し
ル
ッ
ッ
の
指
摘
し
て
ゐ
る
如
く『

古
典
派
は
■上
昇
を
も
含
ん
だ
景
氣
の
問
題
に
對
し
、
恐
慌
の
問
題
だ
け
を
取
软

つ

た

に

過

ぎ

ぬ

と
の
主
張
は
遷

定

說

と
な
つ
て
ゐ
る
が
、， A

J
Q

崖

は

一

部
亦
し
い
に
過
ぎ
^

正

皆

S

Q

人
，

^

は
全
景
氣
循
環
そQ

も
の
を
，

問
題
と
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
か̂

T

馨

芜

當

取

扱

？

ゐ
•な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
即

ち

馨

荽

は

I

氣Q

波
の
展
；

を

硏

究

し

、
波

の

上

を

硏

究

し

な

か

つ

た

。
然

し

馨

に

對

し

恐

慌

問

題

.を

取

极

つ

た

と

主

張

す

る
の
は
誤

つ

て
ゐ

る

。

假
令
へ
そ

,

,

際

恐

慌

と
5

裏

が
.突

然

の

動

播

と

不

意
.の
諸
企
業
の
，破
產
に
ょ
つ
て
特
徴
づ
け
ら
机
た
好
況
の
中
斷
と
解
さ
れ
る
に
し

て

も

e

あ
る
。
古
典
派Q

人
々
が
興
味
を
持
つ
た
.の
は
、
今
日
.の
用
語
を
以
ハ
て
す
れ
ば
、
寧
ろ
ラ
ゥ
の
S

如
く
、
不
況
印
ち
取
別
の
沈
駿

で
あ
り
、
そ
れ
Q

VJ
H

に
特
f

す
る
所
は
費
f

償
ふ
價
格
S

つ
て
‘一

定
I

量
の
販
.寶
が
不
可
能
I

に
あ
る
。』

S

 

註
'
 

sedrieh 

H
I 
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K
e
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k
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l
e
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l
l
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i
m
i
e
.

 

l
i
. 

s. 2_3. 

'

然
ら
ば
何
故
击
典
派
に
於
て
は
不
況
が
中
心
問
！

g

と
な
つ
た
か
。
ぞ

古

典

派

Q

經
8

は
今
日
の
用

f

以
つ
て
す
れ
ば
所
謂
靜 

t.
經
濟
學
で
;^
り

そ

-̂
は
.經
满
の
均
：
H

 ■
を
报
究
す
るQ

で
あ
る
。
經
濟
の
均
衡
狀
態
と
は
.、；
現
實
に
於H

不
斷
に
變
動
す
る
諸 

經
濟
通
嗓
P

S

に
歸
向
せ
ん
と
す
る一

定
點
で
あ
り
、
そ
の1

定
點
に
達
す
れ
ば
最
早
價
f

變

雪

等

f

し
、，そ
の
價
格

に
於
て
凡
ゆ
る
有
效
需
要
が
充
さ
れ
る
と
共
に
凡
ゆ
石
生
產
物
が
販
賣
さ
れ
、
從
o

て
凡
ゆ
る
生
產
要
素
が
完
全
に
利
用
さ
れ
る
狀
態 

を
茇
ふ
。
斯
か
る
均
衡
狀
態
を
正
常
態
と
^

做
す
以
上
、
そ
の
正
常
態
か
ら
.避
離
す
る
•變
動
過
程
中
、
第
一
に
好
況
は
硏
究
對
象
た
り 

郑
な
い
。
と1

K

ふ
の
は
、
最
早
凡
ゆ
る
坐
產
耍
素
が
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
椒
衡
狀
態
を
正
常
態
と
し
て
前
提
し
て
ゐ
.る
：以
上
、
斯
か

る

前 

.
提
か
ら
は
‘一•般
に
坐
產
擴
張
が
行
は
れ
、
從
來
よ
り
も
よ
b

多
く
の
生
產
要
素
が
.利
用
さ
れ
る
好
況
狀
態
を
演
繹
ず
る
こ
と
が
出
來
な 

い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
恐
，,i f

.

も
對
象
た
り
#

な
い
。
即
.ち
恐
慌
は
好
況
の
'

1

定
點
に
於
て
起
る
•
一
般
的
過
剩
坐
產
で
あ
り
、

一
般
的 

販
贤
不
可
能
の
狀
態
で
あ
る
が
、
.均
衡
狀
態
な
る
前
提
か
'ら
し
て
は
價
格
の
.低
下
に
よ
り
常
に
販
寶
の
可
能
な
る
こ
と
が
演
繹
ざ
れ
得

^

M

#
« c
な
^

C唯

蹲

衡̂

#
賞

を

，_
取

取

激

徵

ざ_
得

激

む^ '
敗
■

し

把
^ '
の

本

亦

.

.
'

 

•

.

*

,

.

:

■

.

.

 

' 

.
■■
, 

.

.

.':
■
■■
.■.
.
; '
:
■
,:

.

、

;

■

■
-

.:
■
■:■
■

■

'

.

 

.

.■■■

■■
■.
.■■
■.
■■
..;. 

.

.

.

.
;
. 

:
.

. 

.

.

;■
■

:
 

.

.

. 

. 

■

., 

.. 

. 

.

.

. 

.

.

.

. 

_

一.
'
. 

.

で

あ

り"
，木況
狀
態
の
，みで
あ
る
。

，

，

一

，
•ニ
、
：而
も
彼
等
'
®對
象
と
す
る
不
況
は
頗
る
一
般
化
さ
れ
、
抽
象
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

’ 

、

- 

勿
論
古
典
派
.の
經
濟
學
者
が
不
况
，の
問
題
を
硏
究
す
る
に
至
つ
た
の
ば
現
览
に
存
す
る
經
驗
的
事
實
の
觀
察
に
巾
來
す
る
。
然
し
そ 

の
提
起
し
た
.問
亂
ば
可
成
經
驗
的
事
實
を
思
惟
に
よ
つ
'て
純
化
し
、
柚
象
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
常
時
未
だ
多
く
、の
不
況
に
’關
す
る
經 

•驗
的
事
實
を
缺
い
て
ゐ
た
が
，爲
に
、
彼
等
は
現
實
に
與
へ
ら
れ
た
各
不
況
を
問
題
と
し
て
取
扱
は
中
、
寧
ろ
彼
等
が
凡
ゆ
る
不
況
に
共 

通
の
特
微
な
り
と
單
に
考
へ
た
所
の
も
の
を
，選
少
出
し
、
こ
，れ
を『

坐
產
費
.を
償
ふ
價
樅
に
於
て
商
品
を
販
資
す
る
こ
と
の
一
般
に
不
可 

‘能
'な
狀
態』

即
ち
市
場
の
.沈
滯

装

め

た

。
そ
し
て
現
實
の
.不
況
に
結
'び
.，9
く
他
の
多
.樣
な
規
^
>
こ
れ
を
偶
然
の
附
隨
現
象
と
じ
て 

柚
象
し
、
.單
‘に
こ
の
■規
定
の
み
を
獨
立
に
抓
究
し
た
。
そ
れ
は
丁
度
價
鐘
舞
に
於
て
、
特
需
品
の
慣
格
變
削
の
諸
原
因
を
硏
究
せ

景

氣

變

動

論

前

史

‘ 

ニ

九

，
(一

六
1
5
,
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'
'■へ
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：:.八
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-
'
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一
 

. 

- 

.

3

0

(

.

「

六 J 

六)

ず
、
寧
ろ
凡V

Q

偶
然
的
附
隨
現
象
I

象

し

て

、

唯

篇

I

一 

般
I

明
せ
ん

丰

る

態

度

§

し

い

。

そ

れ

故

彼

I

よ

っ

て

證

昼

i

問
題
I

l

f

 

f

れ

、

抽
f

れ
I

f

、

i

驗
I

I

露

I

純
：

ィ
さ
れ
て
ゐ
た
が
故
に
、
又
純
理
論
的
解
決
も

可
能
で
あ
っ
た

©

で

あ

る

。

■
, 

. 

■ 

. 

■
<:. 

■
 

-
 

- 

:
 

■

斯

く

て

哀
I

人
K

は
均
衡
狀
f

前
提
す
票
I

、

そ
I

繁

s

f

れ
f

硏
究
I

は

叢

霧

中

不

況

の

み

で

あ
り
、
且
っ
そ
の
硏
究
方
法
も
均
衡
理
論
に
き
ま
る
。
、こ
の
こ
と
は
f

g

細
に
，.不
況
の
問
題
を
取

扱

っ

た
セ

ィ

に

就

い

i

瞭

に

.

彼
の
經
濟
學
霞
の
i

f

略
述
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で

あ

る

。

凡
ゆ
る
財
貨
I

、

資

本

(

こ
の
場
合
I

れ

た

唐

 

V

段
と
I

れ
て
ゐ
る)

.

.走

Q

■

素

齧

力

に
よ

っ

て

唐

が

雪

れ
I

こ

れ

等

豪

囊

窘

技

術

的

に
し

て

麗

史

的
 

範
疇
た
る
f

 

f

 

>

決
し
て
I

的
に
し
て
歴
史
的
屢
、
從
|

來
.の
經
濟
的
I

f

 

I

I

、
彼
I

I

 

彼
の
經
濟
學
體
系
の
與
件
と
し
て
認
め
て
ゐ
る
。
企
業
家
は
こ

れ

等

盡

雲

を
結

合

し

、

5

の

財
貨
I

產
し

、

こ

れ

I

f

於

塌

賓

⑶

_

_

金
を
夫
.パ
f

產

置

_

酬

き

I

の
分
勝
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
際
、
彼
に
よ
れ
ば
’ 
？

金
の
凡

て

が

企
業
家
の
馨
を
含
め
て
各
肅
耍
素
間

§

1

れ

. 

る
の
で
あ
り
、
而
i

產
に
參
加
せ
る

も
の
は
そ

れ

が

懷
値
|

造
せ
る

程

著

管

て

報

酬

を

得
る
。
從

っ

て
 

I

は
そQ

得
た
報
酬
に
應
じ
て
購
貢
f

し

て

市
場
に
現

ば

れ

I

。

ぞ

れ

故

ぼ
局

に

於

て

國

民

經

政

^

た
士
け
の
も
の
が
凡
て
_
買
さ
れ
る
こ
と
.に
な
る
。
如
ち
生
產
は
常
に
膦
買
カ
を
迤
り
出
す
0 .
で
あ
=
^
.生
產
と
購
買
力
と
の
：間
に
は

.

必
然
的
に
そ
の
全
體
に
'於
て
均
衡
が
成
立
す
る
に
至
る
と
。
.

.

■

:

•:
,

■ 

• 

• 

- 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•- 

.

セ
ィ
は
斯
か
る
均
衡
狀
態
を
前
提
し
い
そ
れ
か
ら
直
接
不
況
の
問
題
を
取
扱
は
.ん
と
す

，

る
。
' そ
の
結
采
彼
は
マ
.ル
サ
ス
へ
の
最
初
.の

書
簡
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
ゐ
る
。『

斯
か
.石
前
提
か
ら
私
は
、
自
分
に
は
自

明

と

思
は
れ
る
演
繹
を
な
し
：た
の

で

あ

る

が

>
 

そ
の
結
論

は
貴
方
を
驚
か
し
て
し
吏
.つ
た
や
う
で
あ
る
o.
私
が
述
べ
た
こ

と

は

V

要
す
る
に
.吾
々
が
凡
て
自
己
の
生
產
#

を
«

父
^

他
人
の
生
塵

物
^

賈
ひ
#■
る
:̂
で
^

1

.吾

々

.̂
貿
が
得
名
歡
値
は
吾
.̂
'が
起
產
し
搏
る
價
値
^
等
^
^

.. 

-
.2
1/
 

.

け
*
餘

n t
に
買
ふ
■よ
う
に
な
る
と1K

ふ
.こ
と
で
あ
‘る
.。
紙
つ
て

\ «
方
が
否
定
し
た
と
は
異
つ
た
演
繹
が
な
ざ
：れ
.る
ー
の
で
あ
；
^
、

即

ち

他
 

の
も
の
が
坐
產
さ
れ
ぬ
か
ら
し
て一

定
の
■商
品
が
販
賣
さ
れ
な
く
な
•る
の
で
あ
り
、
叉
生
產
は
生
產
物
に
對
し
て
の
み
販
路
を
造
り
出 

ず
の
で

I

I

 

V
今
セ
ィ
は
こ
の
論
理

.

I
麗

さ

せ

、

一
般
的
過
剩
|

る
も
の
は
存
し
得
ず
、
.唯
部
分
I

剩
生
產
、 

即
ち
他
.の
.商
品
が
過
少
に
生
産
さ
れ
る
が
爲
に
、
そ
れ
.と
交
換
さ
る
可
き
1
定
商
品
の
過
剩
生
產
が
起
る
に
過
ぎ
な
5
'と
結
論
し
_た
。

I
：

他
の
商
品
を
缺
く
が
故
に
一
定
商
品
が
過
剩
に

#

す

る

の
で
^.
る

』

：
8

5

.と

。

そ
れ
故
セ
ィ
に
と
つ
て
は
、
不
況
は
單
に
均
觀
の
. 

部
分
的
攪
亂
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
何
等
問
@

と

.は

，な

り

得

な

.い

の
で
あ

る

。

こ
の
見
解
の
JE

.し
き

.こ

と

：を

！

^
明

せ

ん

_と

‘ 

し

て

、

，

彼
^

一
：
定

觀

品

：の
腋
寶
不
良
な
時
は

>

^
0.
商
^

の
#

修

が
«

に
||
貴

す
^

こ
^
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,

.
勿
論
セ
イ
は
ミ
モ
ン
デ
イ
そ
の
他
の

.經
濟
學
者
と
.同
様
-
當
時
に
於
け
る
不
況
.の
妻

に

直
面
し
、
こ
れ
に
刺
戟
さ
れ
て
不
況
の 

問
題
を
提
出
し
た
Q

S
る
。
然
し
そQ

問
題
.

I漂

S

抽
象
化
さ
れ
た
も
Q

m

、
に
、
そ
れ
を
解
決
す
る
場
合
に
も
， 

全

く

現

實

の

麗

姦

策

し

、
f

均
衡
理
論
か
ら
出
發
し
、
純
I

的
に
こ
の
問
題
を
解
決
せ
ん
.と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
ル
ッ
. 

ッ
の
說
く
如
く『

セ
イ
は
一
觉
の
體
系
の
諸
前
提
か
ら
し
て
理
論
的
.に
演
繹
を
な
し
.た
結
果
、
次
■の
謹

に

•達
し
た
.の
’で
あ
り
、
即
ち
國 

還

濟

s

i

i
全

所
, #
と

は

同

一

大さ
な
る
が
故
に
、

S

Q
間
に
均
衡％

產

す

鲁

I

f

、
そ
れ
か
ら
し
て
彼
は
當
然
、

I

般
的
過
乘
蠢
は
存
し
得
ず
、
、經
驗
に
與
へ
ら
れ
た
不
況
は
部
分
的
過
剩
生
產
と
解
す
可
き
で
あ
る
と
推
論
し
な
け
れ
ば
な
I

か

，つ

た

の

で

あ

る
.
。

• 

* 

-
:

:

然
し
、
均
衡
狀
態
な
.
る
前
提
か
ら
純
粋
0 ;

思
惟
作
用
に
ょ
つ
ギ
況
を
演
釋
せ
ん
と
す
る
純
理
論
的
方
|

用

ひ
る
結
果
、
：
却
つ
て 

彼
は
盡
費
を
償
ふ
價
格
で
一
般
に
售
の
不
可
能
な
不
況
狀
態
そ
の
も
の
を
否

定

す

る

に

至

つ
た

。
.，
即

ち

セ

イ

§

論
體
系
內
に
あ 

つ

て

は一

般

的

邊

剩

盡

、
從

つ

て一

般
的
販
寶
不
可
能
に
-對
し
何
等
の
餘
地
も
存
さ
ず
、
.
そ

の

謹

靈の
調
称
論
が
不
況
の
事
實 

を

霊

す

る
.に
1
つ
た
の
で
あ
る
。
斯
.か
る
セ
イ
の
不
況
理
論
に
於
け
る
內
的
矛
盾
は
、
I

物

Q

震
と
そ
れ
に
ょ
つ
て
得
る
購
蒙 

力
と
が
全
體
的
に
見
て
同
-一
で
あ
り
、
歡

と

0歡

<?
:
0れ
，

0れ
る
と
f

一
面
に
固
執
す
る
が
故
に
生
ず
る
の
で
あ
る
。
®
に

羃
 

.が

.

I

手
段
と
し
て

I

般
，に
I

さ
れ
る
資
本
囊
社
會
に

於
て
は
、

M O
s o

x

i

f o

0
i o

0
l

l o
f °

o

l

: l
o

l

l

が
f

の
で
ぁ 

.

り
、
兩
者
は
翌
性
の
親
一
を
な
す
の
で
あ
る
。ノ
蓋
し
商
品
生
產
に
際
士
生
産
物
を
貨
f

轉
化
す
る

件
で
.あ
る
。
然
し
販
賣
に
は
困
難
を
伴
ふ
の
で
あ
る
。
と
云
ふ
の
は
、
販
資
者
は
そ
.の
得
.た

貨

幣

を

以

つ

て

直

ち

に

他

の

商

品

-^
_

貢

< 

.

.

. ,

.

.

.

.

.

.

 

- 

.

す
る
必
要
な
く
、
容
易
に
そ
の
膦
質
を
延
期
し
得
る
か
ら
.で
あ
谷
。
即
ち
商
品
は
貨
幣
に
轉
化
•さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
貨
幣
は
必

/

 

, 

, 

■
■ 

.

. 

.

.
.
.
.
.

 

./

づ
し
も
直
ち
に
商
品
に
轉
化
す
る
に
及
ば
な
い
か
ら
で
あ
る
。

,

-

;■
 

_■

ネ

ガ

：
■

糖

ォ

: i
-

:

-
: ^

;

:

:

f
 と

同

様^

:袖
腮
寶
不
能
0:
:可
能
：性
を
着
過
セ
：

.て
：_

愚

：»

^
摩
次
$星

遲

通

歡

唤

€
慕

は
交
換
を
實
现
す
る
手
段
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
特
定
財
貨
が
過
度
に
生
産
さ
れ
る
こ
と
が
あ
o

得

る

し

、
；
そ
の
財
貨
が
過
剩
.に
市
場
に 

存
し
得
を
結
艰
、
そ
れ
に
支
敗
さ
れ
た
资
本
が
償
却
さ
れ
な
い
^

と
が
あ
る
。
だ
が
斯
か
る
こ
と
は
凡
ゆ
る
財
貨
に
起
り
得
る
も
の
で 

は

な

い

』

と

。

も

れ

，
故
リ
カ
ー
ド
ォ
は
朋
ら
か
に
；セ
ィ
の
立
場
，に
立
つ
と
は
ー
23
:

へ
、
彼
は
斯
が
る
理
論
を
單
に
セ
ィ
ょ
り
受
繼
い
た
の 

で
は
な
く
ノ
寧
ろ
セ
ィ
と
！|
:様
9.
已
，.の‘
^
濟
學
體
系
ょ
0

必
然
的
に
，襟
き
出

し

た

の

で

あ

り

"

且
つ
多
く
の
點
に
於
て
セ
ィ
の
理
論
を
. 

見
に
深
め
た
の
で
あ
-る
。 

.
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.

タ
カ
1
K

ォ
は
•そ
の
，ホ
著
及
び
祖
稅
原
理

』

の
序
論
に
述
べ
て
な
る
如
く
、
ぞ
、の

.硏
究
釙
象
は
社
#

的
總
收
益
が
地
主
、
資
本

.
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家

、
勞
働
者
の
一
ー
ー
階
級
に
如
何
に
分
配
さ
れ

.る
か
の
.法
則
を
硏
宄
す
る
ぬ
あ
ク
た
。
そ
の
際
彼
は
分
業
に
基
づ
く
經
濟
、
即
ち
交
換
經 

濟
を
前
做
し
、
先
づ
財
貨
の
交
換
價
値
決
定
の
法
則
を
硏
究
し
た
。
交
換
價
値
の
硏
究
に
當
0;
、
彼
は
本
來
貨
幣
を
除
外
し
、
乃
至
は 

貨
幣
，を
全
く
交
換
0
媒
介
物
.に
過
ぎ
.ぬ
と
な
し
て
や
る
0
, '1

度
分
業
に
蕋
づ
く r

貨
幣
な
き
、
從
<?
•て
物
々
交
換
の
經
濟
を
前
提
し
、 

そ
の
下
に
於
け
る
生
產
物
の
分
配
を
問
題
と
す
る
限
り
、
を
生
產
物
乃
.至
勤
勞
が
供
給
さ
れ
、
ば
、
そ
れ
は
同
時
に
同1

慣
値
に
於
て

I. 
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_

ち
分
，曾

れ

た
C
けQ

もq

が
霞
さ
れ
るQ

で
f

。
そ
れ
故
彼
は
次Q

よ
ぅ
に
述
べ
て
ゐ
るT

凡
て
唐
さ
れ
た
財
貨
に
對
し
て 

は
そ
の
所
荷
考
が
あ
る
瞥
だ
。
そ
れ
は
企
業
家
か
、
地
虫
か
、
.
.或
は
勞
働
者
か
で
あ
る
。
常
に
.或
る
財
貨
を
持
つ
背
は
當
然
霞
者
で 

あ
つ
て
、
彼
は
そ
の
財
貨
|

ら
消
跋
せ
ん
と
1

才

る

か

、

そ
.
の
場
合
に
、は
何
等
の
.購
貿
者
を
必
要
と
し
な

.

い
が
、
そ
れ
f

そ
；

e

を 

，
實
つ
て
货
幣
を
得
、
そ
れ
に
よ
？

自
ら
消
f

f

Q

か
、
或
は
將
來
の

I

に
役
立
つ
も
の
か
、
孰
れ
か
他
の
も
の
を
買
は
ん
と 

欲
す
る』

(

蝕〕

と
。

そ
れ
故
リ
■力

1

ド
ォ
に
よ
れ
ば
.、
社

會

盡

的
に
見
て
、
供
給
と
需
要
と
は
均
衡
す

.

る
喾
で
あ
るO
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そ
れ
故
彼
に
於
て
も
一
般
的
過
剩
盡—

，
に
と
つ
て
.は
凡
ゆ
る
財
貨
が
自
然
價
格
即
ち
i

費
以
下
S

t

る
こ

.

と

懸

顏
-

^

は
_

還

_

_

と
：ー

に

霞

〜

職

業

家1

1

養
1

1 ;

剩
塞
が
時
に
起
り
得
る
。
.然
し
こ
れ
と
て
も
リ
ヵ

1

■

ド
才
に

.

よ
れ
ば
、

一
時
的
證
で
あ
り
、
直
ち
に
均
衡
が
囘
復
さ
れ
る
と
。
こ

の
均
衡
闾
復
は
彼
の
經
濟
學
體
系
の
ニ
つ
の
根
本
前
提
、
即
ち
企
滎
家
の
利
.濶
追
求
欲
と
欲
望
の
無
限
性
か
ら
讓

さ

れ

る
o

即
ち
企

業
家
の
需
要
测
定
の
誤
謬
に
よ
り
、

一
走
種
類
の
財
貨
が
他
種
の
，財

貨

に

較

べ

過

剩

に

坐

產

さ
れ

X

ば
、
そ
0
財
貨
の
市
場
惧
格
は
|
0

要
供
給

Q

關
係
で
自
然
價
格
以
下
に

®

落

す

る

。
.
.
然

し

そ
の
財
貨
を
從
來
生
產
し
て
ゐ
る
企
業
家
は
利
證
求

欲

に

驅

ら

れ

、
收

益

を

f

す
他
の
坐
產
に
轉
ず
る
0

而
も
人
間
の
欲
望
の
無
限
な
る
限
り
、
他
種
類
の
財
貨
は
需
要
さ
れ
、
そ
の
財
貨
の
議
に
よ
O'
て
收 

:益
が
齎
ら
さ
れ
る
と 
o
”

;
':
パ
'
丨 

■
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斯

く

リ

ヵ

ー

ド.ォ
に
於
て
：も
、：
セ
ィ
と
同
じ
く
、
彼
の
理
論
體
系
£

則
提
か
ら
し
て
必
然
的
：に

1
;般
的
過
剩
生
產
：の
不
可
能
な 

■
と
を
演
繹
^

た
：に
と
^

ま
る
。
：そ
し
て
現
實
が
承
^

所
の
不
況
€>
;
#
.實
1

單
に
-*
定

種

類

：
の
：
勝

貨

ぬ

^

.
 

... 

/ 

.

. 

, 

.

.

.

.

.

.

. 

.

. 

. 

' 

.

*.
.
. 

• 

I
 

' 

. 

- 

,

然
的
に
低
落
す
る
，こ
と
で
あ
取
、
企
業
家
の
刹
潤
追
求
欲
と
欲
望
の
無
限
性
，に
ょ
つ
で
PH
T
も
無
く
消
滅
ず
可
き
も
の
.：と
ざ
れ
た
。
彼
の
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• 
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不
況
理
論
の
杓
的
矛
盾
も
亦
、
：：發
達
せ
る
貨
幣
經
濟
た
る
' *
本

：
主

義

此

會

に

於

^」

：貨
幣
が
：：

「

度
漱
通
手
暖
と
し
で
一
.般
に
機
能
す
る 

眼

販
寶
と
購

買

と

が

統

一

，を
な
す
と
同
時
に
一
般
に
分
離
し
得
る
こ
と
■を
看
過
し
た
點
に
あ
るo  

.

'*
f
e
.小
、
リ
ヵ
ィ
'K
ォ
等
は
V
一
 

般
的
過
剩
生
產
を
亂
め
ざ
る
に
''
:
.マ
ル
：脅
ス
は
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
と
共
に
.こ
れ
‘を
經
驗
的
事
實
と
しP

認 

,
め
て
ゐ
る
0

即
ち
多
く
0;
古
典
派
經
濟
學
者
ホ
直
賴
自
已
.：の
經
齓
學
體
蕞
を
前
提
：と
政
、
そ
れ
か
^

出
發
し
、

|
:
_

« .
賣
現
象
は
存
し
得
尤
從
つ
て
そ
の
原
因
を
硏
究
ヤ
る
^
必
要
を
認
め
な
か
づ
た
に
反
し
ゝ
ア
ル
^ -
ス
は
事
實
そ
仏
^
^

'«
發

し

、
こ
：の
現
象
の
：：存

在

を

認

め

>
こ
れ
が

原

因

を

究

明

す

る
こ
と
を
課
題
と
し
た
の
で
あ
る
。.
然
し
マ
ル
サ
ス
は
そ
の
場
合
彼
の
反 

對
論
著
と
同
様
、直
接
經
■

規
象
を
.偶
題
と
せ
ず
、認
識
對
象
に
迄
純
化
ざ
れ
た
恐
慌
一
艦
を
問
藤
ど
し
、
こ
の
■'恐
傲1

般
の
諸
原
因
を 

硏
究
せ
ん
と
心
た
。
：而
も
彼
の
硏
次
方
法
.

亦
_自
已
办
經
濟
廣
體
系
涵
鲈
恥
發
5

七
純
齋
_

眼

；に
硏
究
ぜ
ん
と
す
る

-̂
の
で
あ
石。.

•

:
:彼
0
經
濟
學
體
系

/?
>膝
の
古
典
派
經
濟
學
象
の
ぞ
れ
^ '
^ :
様

::
^
均
—

,態
|:
:
52
:常
齡
と
3
て

鄭

降

ず

。
：
然

^

彼

か

均

衡

狀

態

は

絕

對
 

に
靜
J h
し
た
均
衡
で
は
な
く
、
均
衡
ゼ
保
ち
つ
\
發
展
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
日
の
用
語
を
以
つ
て
す
.れ
ば
、
動
的
均
衡
で
あ
る
？
こ 

の
こ
と
は
、
彼
が
一
般
的
過
剩
坐
產
を
取
扱
つ
た『

原
論』

第
二
篇
■に
明
.瞭
"に
現
は
れ
て
ゐ
るo

そ
こ
に
於
て
彼
ば
國
民
齡
濟
办
富
、を
增 

加
さ
せ
る
凡
ゆ
る
要j

r
.

例
へ
ば
.人
、ロ
の
增
殖
、
.
.
1
>
地
味
及
び
勞
働
を
節
約
す
る
發
見
等
ね
作
級
ヒ
酿
系
时
に
硏
贫
し
て
ゐ
名
。 

.
.

.
.

.
.

.
V

.

景
氣
變
動
論
前
^ '
.
'
.
-
.
. 

. 

. 

-
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■、
マ
六Ir^'v
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そ
の
際
彼
は
均
衡
狀
態
に
.於
て
唯1

.

っ
の
要
裹
與
件)

、
抓
へ
ば
資
本
蓄
樹
が
變
化
し
た
場
合
、
こ
の
變
化
は
均
衡
狀
態
に
如
何
な
る 

作
用
を
及
ぼ
す
か
を
硏
究
す
る
。
そ
れ
故
マ
.
ル
廿K

±
T

今
日
均
衡
现
論
に
立
_

す
る
、純
粹
經
濟
學
が
經
濟
の
運
败
現
象
を
硏
究
す
る 

場
合
用
ひ
るf

變
化
法』

(
v
a
l
;
i
a
t
i
o
n
s
m
e
t
h
o
d
e)

な
る
方
法
を
旣
に
用
ひ
て
居
る
.の
で
あ
る
9

こ
の
變
化
法
と
は
經
濟
ぬ
均
衡
た
態y

於 

で
一
要
素
が
變
化
し
た
場
合
、
他
の
經
濟
諸
要
素
が
如
何
に
こ
の
一
要
素
の
變
化
に
順
應
し
、
»■
て
新
た
な
る
均
衡
が
成
立
す
る

か

を
 

硏
究
す
る
方
法
で
あ
る
。
勿
論
マ
ル
サ
ス
は
こ
の
變
化
法
を
今
，日
の
純
辟
經
濟
學
の
よ
ぅ
に
嚴
枱
に
用
ひ
.た
の
.で
は
な
く
、
ぞ
0.
1

宅 

さ
れ
た
變
化
の
作
用
を
常
に
そ
っ
し
も
新
た
な
均
衡
が
成
立
す
る
最
後
.の
點
迄
硏
究
し
，た
の
で
は
な
いo

然
し
根
本
に
於
て
は
旣
に
彼

は
こ
.の
方
法
を
用
ひ
て
居
っ
た
と
.

M

ひ
得
る
。
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.
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.
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彼
が
硏
究
し
た
諸
要
素
、
即
ち
與
件
の
變
化
の
內
で
、

一
般
的
過
剩
.

i

l

き
起
し
得
る
與
件
の
變
化
は
唯
過
度
の
：節
約
の
み
で

.

-

■
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あ
る
と
。
彼

は

齋

通

以

上

の

.過

度

の

節
約
か
ら
出
發
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
過
度
の
節
約
と
は
、
彼
に
と
つ
て
は

V

I

國Q
.

收
每
の
從
來 

よ
り
も
よ
り
多
く
の
部
分
が
直
接
に
消
費
さ
れ
ず
、
生
產
的
勞
働
者
に
當
て
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
.°

そ
れ
か
ら
し
て

«

は
次
の

|

;
 

く
满t

し
て
ゐ
る
。
即
ち
こ

0

場
合『

從
來
萏
使
と
し
て
働
い
て
ゐ
た
勞
働
者
が
資
本
、の
蓄
積
に
よ
っ
て
坐
產
的
努
傲
者
に
變
る
に
至 

っ
た
結
果
、
彼
等
の
士
蔭
で
市
場
に
異
常
な
擻
量
の
各
種
の

.

商
品
が
# .

す
る
や
ぅ
に
な

.

る

、
，
と

こ

ろ

が

骖

働

者

全

體

；
の
：數

は

同

ブ

に

と 

2

,

ま
り
、
又
吾
々
が
假
定
し
て
ゐ
る
や
ぅ
に
、‘
地
主
及
び
資
本
家
沢
消
費
財
を
購
貢
す
る
意
志
も
能
ヵ
も
減
退
し
：て
ゐ

'

る
0

從
っ
1:
帮

：
 

商
品
は
霞

I

較
べ
そ

S

値
が
低
下
し

.

な
け
れ
、ば
な
ら
ず

V

.
そ
の
結
果
利
_
は
聲
し
く
減
少
し
、
更
に
_

を
行
含
と
が
暫
く
の 

間
停
止
さ
れ
る

0

JH
-
に
こ
の
こ
と
が
だ
が
過
剩
生
菔
な
る
言
葉
の
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
は
.こ
の
場
合
明
ら
か
に1' 
般
的
な
も

9

で
あ
り
.

部
分
的
な
も
の
で
は
な
い』

と
。

; ,
そ
れ
故
.彼
の
方
法
は
彼
の
反
對
論
者
と
同
様
均
衡
經
濟
體
.系
よ
b
出
發
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
際
變
化
法
を
用
ひ
、
體
舉
の
與
件
變
化 

か
ら
一
般
的
過
剩
坐
產
を
演
經
し
た
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
•
ス
チ
•
'ユ
ア
ー
ト
•ミ(

ル
：も
亦
マ
ル
サ
ス
に
倣
ひ
、
均
衡
體
系
か
ら
出
發
し
乍 

ら
.も
ノ
變
化
法
を
用
ひ
、、
_ '
般
的
過
剩
生
產
一
の
可
能
性
を
演
繹
し
て
ゐ
石
。
彼
は
信
用
數
量
な
る
與
件
の
變
化
か
ら
演
輝
し
て
居
る
の
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で
あ
：^

て
"

：へ

)

ヤ
時
信
溯
撖
量
；灌
脹
さ
れ
龙
後

^

れ

が

縮

少

：ざ

^

妒

結

果

沒

组

產

費

を

_

^

一
般
的
過
剩
坐
鹿
が
起
り
得
る
と
®

)

。
そ
の
場
合
ミ
ル
は
信
用
數
最
の
變
化
か
ら
.一
般
的
過
剩
坐
產
の
可
能
な
る
こ
と
を
脱
線
す
る 

に
と
^
-ま
り
、

こ
の
點
か
ら
し
.
て
景
氣
理
論
を
樹
立
し

よ
ぅ
と
は
し
て
ゐ
な
い
o
.級
し
ミ
ル
は
旣
に
セ
イ
、.
リ
カ
ー
ド
ォ
の
如
く
販
賣 

ル
購
買
の
銃
一
な
る
て
11
]
に
し
が
み
0
か
ず
、
'兩
背
を
分
離
さ
せ
、

一
般
的
販
賫
不
可
能
を
惹
き
起
さ
せ
る
可
能
性
を
貨
幣
、
：特
に
信 

用
經
濟
た
石
資
本
由
義
の(

特
殊
性
に
求
め
て
ね
る
點
に
於
て
.'
*

ー
，
步

前

進

し

た

.も

の̂
(

看

做
.1
.
得

る
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以
上
述
，ベ
.來
つ
た
十
ル
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
前
半
に
及
ぶ
景
氣
變
動
論
前
史
.

Q

‘時
代
に
展
開
さ
れ
た
諸
理
論
の
內
に
、
吾
々
は
次
の 

如
き
合
理
的
'核
心
を
見
出
し
得
る
.の
で
あ
る
。
.十
八
世
紀
の
諸
恐
慌
論
は
景
氣
循
環
の
一
環
と
し
て
.恐
慌
に
周
期
挫
が
存
さ
な
か
つ
た 

爲
、
.個
々
の
恐
慌
現
象
を
說
明
す
る
に
と
ど
ま
り
、
恐
慌
問
題
を
經
驗
對
象
か
ら
認
識
對
象
に
、
■即
.ち
恐
慌
理
論
の
對
象
に
迄
高
め
る 

こ

と

が

出

來

な

，か

つ

.た
。
然
り
と
雖
も
、
恐
慌
の
原
因
を
賢
幣
的
.要
因
.に
求
め
.る
て
と
に
よ
つ

.て
、
旣
に
貨
幣
.の
流
通
手
段
と
し
て
.の 

贤
氣
變
動
論
前
史

.
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能

；;1
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'應

1

讓
1

濟
#

」：】；猶

的

過*)
馨

冷

霧

：靈

呢

.
■

■
«

默

：
に

、隹

洽
_

的
歡
心
：畫

'̂
し
#̂
!̂
'

欲
る
に
十
九
世
親
葉

Q
-

f
n

典
派
經
濟
學
者
、
例
へ
ば
セ
ィ
、
リ
ヵ
H

■の

如

き

：
^

、

恐

慌

否

な

正

確

に

は

不

況

の

問
題
を
經
驗 

獎
豸
力
ら
激
識
S
.象
に
®
•め

T

祝一

般
を
现
論
的
に
取
极
は
ん
と
し
た
フ
と
の
‘點
に
積
極
性
が
認
め
ら
れ
る
が
フ
同
^

て
^
等
ま
均 

.
傭
酒
論
.か
'̂

肝
發
す
る
ぞ
:̂

犯
ぁ
:'
»
)
:,̂
恐
：慌
^

至
*

泥

ぞ

：
の
.

^;
の
;̂
:
:取
按
^
 

: 

,
: ノ
ン

こ
れ
に
反
し
、
マ
ル
サ
ス
、
.
特
に
古
典
派
最
後
の
經
濟
學
箸
と
看
做
さ
れ
る
ミ
ル
に
於
て
は
、

一
方
忆
於
て
恐
慌
乃
至
不
況
の
問
題 

を
經
驗
對
集
か
ら
麗
對
象
に
高
め
る
と
同
時
に
、
他
方
セ
ィ
、
I

I

ド
ォ
の
如
べ
均
衡
理
論
か
ら
出
發
し
乍
ら
も
、
.

『

變
化
法』

を 

.用
ひ
;:
^

:1
1

乃
至
本
況
0.
.
:看

：胜
ぞ
演
釋
し
.た
-0

こ
.の
點
に
紙
等
.0
擯
極
性
を
認
め
得
^
^
^
^
^
^
^
^

な
る
貨
幣
の
側
に
求
め
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、g

び
十
八
世
紀
の
經
濟
學
者
と
同
一
立
場
に
復
歸
し
て
ば
ゐ
る
が
V

旣
に
認
識
對
象
.

1

, 

論
的
解
明
と
し
て
ょ
り
高
い
段
陪
に
立
つ
て
ゐ
る
。

,

,

1

し
乍
ら
'
假
令
.へ
-
ル
サ
ス 

'ミ
.ル
は
恐
慌
乃
至
不
況
を
理
論
的
に
取
扱
つ
て
ゐ
る
と
は
IJE
C

へ
、
.彼
等
は
そ
の
'原
因
を
經
濟
體
系 

:の
潘
の
騰
化
忆
求
_

;

:體
_

部
|

素
昼
化
に
求
め
ず
、
從
つ
て
經
濟
體
系
そ
の
も
の
に
と
0

て
は
外
坐
的
原
因
|

め
、
內 

坐
的
*

因
に
求
め
ざ
名
.：以
上
、.：
：
獲

乃

至

不

況

の

_

る

对

能

蚀”
偶

然

性

を

說

明

し

得

*

^

を
說
啰A

得

る

に

至

ら

ず

、
不

況

の

必

然

的

濟

則

を

本

來

硏

究

ず

^

き
不
況『

.
理
論』

豪
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は
.恐p

乃
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景
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に
は
、
本
年
五
月
、

•1

一
十一

一
日
、
伯
林
大
學
歷
史
地
理
學
講
座
主
任
ヮ
ル
タ
ァ
•

フ
ォ
オ
ゲ
ル
敎
授
が
、
五
十
八
歲
を
以
て
逝
か
れ
た
こ
'と
を
^
じ
て 

居
る
。
同
敎
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が
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等
の
卓
拔
な
る
著
箐
に
ょ
り
、
或
は
デ
ィ
ト
リ
ッ
ヒ
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シ
キ
エ
フ
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